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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パーソナルケアにおける用途のための組成物であって、
少なくとも２個の一般式（Ｉ）
【化１】

（式中、
Ａは、（Ｃ６～Ｃ２４）アリールジラジカル、置換された（Ｃ６～２４）アリールジラジ
カル、（Ｃ２～２４）（シクロ）アルキルジラジカルまたは置換された（Ｃ２～Ｃ２４）
（シクロ）アルキルジラジカルであって、前記置換基がＣ１～２０アルキル又はＣ１～２

０アルケニル基であり、
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Ｒ１～Ｒ６は、水素であり、
Ｘ１、Ｘ２およびＸ３は、互いに独立して、水素、ヒドロキシ、または基－Ｏ－ＣＯ－Ｒ
７、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－ＯＲ１０または
－ＮＨｅｔであり、
Ｒ７は、Ｃ１～２０アルキルであり、
Ｒ８およびＲ９は、互いに独立して、ジ－（Ｃ１～２０アルキル）アミノ－Ｃ１～２０ア
ルキル基であるか、または
Ｒ８およびＲ９は、Ｒ８およびＲ９が結合される窒素原子と一緒になって、Ｎ－メチルピ
ペラジノ基またはＮ－メチルモルホリン基を形成させ、
Ｒ１０は、ポリエチレンオキシドメチルエーテル、ポリプロピレンオキシドメチルエーテ
ル及び／又はポリテトラヒドロフランであり、
ＮＨｅｔは、イミダゾール、置換されたイミダゾール、ベンズイミダゾール、置換された
ベンゾイミダゾール、１，２，４－トリアゾール、置換された１，２，４－トリアゾール
、ヒダントイン、又は、置換されたヒダントインであり、
ｎ、ｍおよびｏは１に等しく、
但し、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の１個以下は、水素、Ｃ１～２０アルキル、Ｃ３～７シクロ
アルキルまたはＣ６～１０アリールである）
の基を保有し、かつ１個または複数の窒素原子が四級化またはプロトン付加の形態を取っ
て存在する有効量の縮合ポリマーを含み、
　前記縮合ポリマーは、一般式（ＩＩ）
【化２】

（式中、
Ｒ１～Ｒ６およびｎ、ｍおよびｏは、式（Ｉ）において前に定義された通りであり、
Ｘ１１、Ｘ２１およびＸ３１は、互いに独立して、水素、ヒドロキシ、または基－Ｏ－Ｃ
Ｏ－Ｒ７、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－ＯＲ１０

または－ＮＨｅｔであり、
Ｒ７～Ｒ１０および－ＮＨｅｔは式（Ｉ）において前に定義された通りであり、
但し、Ｘ１１、Ｘ２１およびＸ３１の少なくとも２個はヒドロキシであり、Ｘ１１、Ｘ２

１およびＸ３１の１個以下は、水素、Ｃ１～２０アルキル、Ｃ３～７シクロアルキルまた
はＣ６～１０アリールである）の化合物と、
一般式Ａ（ＣＯＯＨ）２（ＩＩＩ）のジカルボン酸又はその環式無水物と
の重縮合、及び、得られた縮合ポリマーに含まれる窒素基の四級化またはプロトン付加に
よって得ることができる、
組成物。
【請求項２】
　前記重縮合に、
一般式　Ｒ７（ＣＯＯＨ）（ＩＶ）の酸、
および／または一般式　ＨＮ（Ｒ８，Ｒ９）（Ｖ）のジアルキルアミン、
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および／または一般式　Ｈ－ＮＨｅｔ（ＶＩＩ）の複素環式化合物が更に存在する、
請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記縮合ポリマー中に少なくとも１個の一般式（Ｉ）（式中、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の
少なくとも１個はヒドロキシである）の基が存在する請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記縮合ポリマー中に少なくとも１個の一般式（Ｉ）（式中、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の
少なくとも１個は－Ｏ－ＣＯ－Ｒ７である）の基が存在する請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記縮合ポリマー中に少なくとも１個の一般式（Ｉ）（式中、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の
少なくとも１個は－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）である）の基が存在する請求
項１または２に記載の組成物。
【請求項６】
　前記縮合ポリマー中に少なくとも１個の一般式（Ｉ）（式中、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の
少なくとも１個は－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－ＯＲ１０である）の基が存在する請求項１に記
載の組成物。
【請求項７】
　前記縮合ポリマー中に少なくとも１個の一般式（Ｉ）（式中、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の
少なくとも１個は－ＮＨｅｔである）の基が存在する請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　式（ＶＩＩＩ）
【化３】

（式中、Ｙは
【化４】

であり、
Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５、Ｒ１６およびＲ１７は、互いに独立して、水素原子、
または（Ｃ１～Ｃ８）アルキル基であり、ｐおよびｑは１である）
で表される少なくとも１種の追加のアルカノールアミンを重縮合方法において用いる請求
項１に記載の組成物。
【請求項９】
　少なくとも２個の一般式（Ｉ）
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【化５】

（式中、
Ａは、（Ｃ６～Ｃ２４）アリールジラジカル、置換された（Ｃ６～２４）アリールジラジ
カル、（Ｃ２～２４）（シクロ）アルキルジラジカルまたは置換された（Ｃ２～Ｃ２４）
（シクロ）アルキルジラジカルであって、前記置換基がＣ１～２０アルキル又はＣ１～２

０アルケニル基であり、
Ｒ１～Ｒ６は、水素であり、
Ｘ１、Ｘ２およびＸ３は、互いに独立して、水素、ヒドロキシ、または基－Ｏ－ＣＯ－Ｒ
７、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－ＯＲ１０または
－ＮＨｅｔであり、
Ｒ７は、Ｃ１～２０アルキルであり、
Ｒ８およびＲ９は、互いに独立して、ジ－（Ｃ１～２０アルキル）アミノ－Ｃ１～２０ア
ルキル基であるか、または
Ｒ８およびＲ９は、Ｒ８およびＲ９が結合される窒素原子と一緒になって、Ｎ－メチルピ
ペラジノ基またはＮ－メチルモルホリン基を形成させ、
Ｒ１０は、ポリエチレンオキシドメチルエーテル、ポリプロピレンオキシドメチルエーテ
ル及び／又はポリテトラヒドロフランであり、
ＮＨｅｔは、イミダゾール、置換されたイミダゾール、ベンズイミダゾール、置換された
ベンゾイミダゾール、１，２，４－トリアゾール、置換された１，２，４－トリアゾール
、ヒダントイン、又は、置換されたヒダントインであり、
ｎ、ｍおよびｏは１に等しく、
但し、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の１個以下は、水素、Ｃ１～２０アルキル、Ｃ３～７シクロ
アルキルまたはＣ６～１０アリールである）
の基を保有し、かつ１個または複数の窒素原子が四級化またはプロトン付加の形態を取っ
て存在する縮合ポリマーであって、
　前記縮合ポリマーは、一般式（ＩＩ）

【化６】

（式中、
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Ｒ１～Ｒ６およびｎ、ｍおよびｏは、式（Ｉ）において前に定義された通りであり、
Ｘ１１、Ｘ２１およびＸ３１は、互いに独立して、水素、ヒドロキシ、または基－Ｏ－Ｃ
Ｏ－Ｒ７、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－ＯＲ１０

または－ＮＨｅｔであり、
Ｒ７～Ｒ１０および－ＮＨｅｔは式（Ｉ）において前に定義された通りであり、
但し、Ｘ１１、Ｘ２１およびＸ３１の少なくとも２個はヒドロキシであり、Ｘ１１、Ｘ２

１およびＸ３１の１個以下は、水素、Ｃ１～２０アルキル、Ｃ３～７シクロアルキルまた
はＣ６～１０アリールである）の化合物と、
一般式Ａ（ＣＯＯＨ）２（ＩＩＩ）のジカルボン酸又はその環式無水物と
の重縮合、及び、得られた縮合ポリマーに含まれる窒素基の四級化またはプロトン付加に
よって得ることができる、
縮合ポリマー。
【請求項１０】
　前記重縮合に、
一般式　Ｒ７（ＣＯＯＨ）（ＩＶ）の酸、
および／または一般式　ＨＮ（Ｒ８，Ｒ９）（Ｖ）のジアルキルアミン、
および／または一般式　Ｒ１０ＯＨ（ＶＩ）のアルコール、
および／または一般式　Ｈ－ＮＨｅｔ（ＶＩＩ）の複素環式化合物が更に存在する、
請求項９に記載の縮合ポリマー。
【請求項１１】
　Ｘ１、Ｘ２およびＸ３が互いに独立して基－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）で
ある請求項９に記載の縮合ポリマー。
【請求項１２】
　Ｘ１、Ｘ２およびＸ３が互いに独立して基－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－ＯＲ１０である請求
項９に記載の縮合ポリマー。
【請求項１３】
　Ｘ１、Ｘ２およびＸ３が互いに独立して基－ＮＨｅｔである請求項９に記載の縮合ポリ
マー。
【請求項１４】
　式（ＶＩＩＩ）
【化７】

（式中、Ｙは
【化８】

であり、
Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５、Ｒ１６およびＲ１７は、互いに独立して、水素原子ま
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たは（Ｃ１～Ｃ８）アルキル基であり、ｐおよびｑは１である）
で表される少なくとも１種の追加のアルカノールアミンを重縮合方法において用いる請求
項９に記載の縮合ポリマー。
【請求項１５】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物を含むヘアケア配合物。
【請求項１６】
　前記縮合ポリマーが６００ｇ／モル～５０，０００ｇ／モルの間の重量平均分子量を有
する請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記縮合ポリマーの分子当たりの末端基Ｘ１、Ｘ２および／またはＸ３の平均数が２～
２５０の間である請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１８】
　６００ｇ／モル～５０，０００ｇ／モルの間の重量平均分子量を有する請求項９～１４
のいずれか一項に記載の縮合ポリマー。
【請求項１９】
　２～２５０の間の前記縮合ポリマーの分子当たりの末端基Ｘ１、Ｘ２および／またはＸ
３の平均数を有する請求項９～１４のいずれか一項に記載の縮合ポリマー。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、超分岐縮合ポリマーに基づくパーソナルケア組成物、ホームケア組成物およ
び衣類ケア組成物と新規超分岐縮合ポリマーに関する。より詳しくは、本発明は、一態様
において、トリスメチレン－アミノメタン基に結合されたアミド結合を含む少なくとも１
個の単位をポリマー主鎖中に有する超分岐縮合ポリマー（以後、縮合ポリマーとも呼ぶ）
に基づくパーソナルケア組成物およびホームケア組成物に関する。詳しくは、こうした縮
合ポリマーは、少なくとも２個の一般式（Ｉ）
【化１】

（式中、
自由結合はポリマー主鎖に伸び、
Ａは、任意に置換された（Ｃ６～Ｃ２４）アリールジラジカルまたは任意に置換された（
Ｃ２～Ｃ２４）（シクロ）アルキルジラジカルであり、
Ｒ１～Ｒ６は、互いに独立して、水素、Ｃ１～２０アルキル、Ｃ３～７シクロアルキルま
たはＣ６～１０アリールであり、
Ｘ１、Ｘ２およびＸ３は、互いに独立して、水素、ヒドロキシ、Ｃ１～２０アルキル、Ｃ

１～２０アルコキシ、Ｃ３～７シクロアルキル、Ｃ６～１０アリール、または基－Ｏ－Ｃ
Ｏ－Ｒ７、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－ＯＲ１０

または－ＮＨｅｔであり、
Ｒ７は、Ｃ１～２０アルキル、Ｃ３～７シクロアルキル、Ｃ６～１０アリール、あるいは
ポリマーまたはオリゴマーのラジカルであり、
Ｒ８およびＲ９は、互いに独立して、（Ｃ１～２０）アルキルまたは（Ｃ６～１０）アリ
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ール基；あるいは、少なくとも１個のヘテロ原子を含有する基によって置換された（Ｃ１

～２０）アルキルまたは（Ｃ６～１０）アリール基であるか、または
Ｒ８およびＲ９は、Ｒ８およびＲ９が結合される窒素原子と一緒になって、任意に１つま
たは幾つかのＣ原子が－ＮＨ、－Ｎ－（Ｃ１～２０）アルキル、－Ｎ－アリール、－Ｏ－
または－Ｓ－によって置換されている５員環または６員環を形成させ、
Ｒ１０は、Ｃ１～２０アルキル、Ｃ３～７シクロアルキル、あるいはポリマーまたはオリ
ゴマーのラジカルであり、
ＮＨｅｔは、互いに独立して、窒素原子を経由して縮合ポリマーに結合された１環式、２
環式または多環式の窒素含有複素環式基であって、芳香族であっても、あるいは部分的に
水素添加されていてもまたは完全に水素添加されていてもよく、窒素、酸素または硫黄な
どの追加のヘテロ原子を含有してもよく、そして任意に置換されていてもよい窒素含有複
素環式基であり、
ｎ、ｍ、ｏは、互いに独立して１～４の整数であり、好ましくは、ｎ、ｍおよびｏは１に
等しく、
但し、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の１個以下は、水素、Ｃ１～２０アルキル、Ｃ３～７シクロ
アルキルまたはＣ６～１０アリールであり、
前記窒素含有基は四級化またはプロトン付加されていてもよい）
の基を含む。
【０００２】
　上で定義された縮合ポリマーは、低い粘着性、粉状化またはフレーク化のないこと、好
ましくはクリアで透明で光沢性を示すなどの、パーソナルケア製品およびホームケア製品
に典型的に望まれる製品特性を達成するために、こうした製品中で用いてもよい。
【０００３】
　本発明による典型的なパーソナルケア製品およびホームケア製品は、スキンケア配合物
、バス・シャワー配合物、液体石鹸、棒石鹸；香気剤成分、芳香剤成分または着臭剤成分
を含有する配合物、ヘアケア配合物；歯磨剤、防臭・制汗配合物、化粧用配合物および光
保護配合物である。
【０００４】
　上で定義されたポリマーがコンディショニング剤、強化剤、膜形成用薬剤、界面活性剤
、帯電防止剤、モイスチャライザ、乳化剤またはヘアスタイリング剤として用いられる場
合があるヘアケア配合物、例えば、コンディショナー、シャンプー、スタイリングジェル
およびムースおよびヘア固定スプレーは、本発明の状況において特に特に興味深い。例え
ば、ヘアケア配合物において、適合性、毛髪の光沢および目視外観を改善するとともにヘ
ア帯電防止特性を与えるために、膜形成用ポリマーは、例えば、コンディショニング剤と
して用いられる。
【０００５】
　ヘアケア配合物などのパーソナルケア製品は、微細スプレーパターン、良好な膜形成、
良好な保持力、高レベルのスタイル保持、長時間カール保持、改善された適合性を提供す
るなどの性能に関する様々な要件を更に満たすべきであり、シャンプーまたは石鹸で毛髪
を洗浄すると容易に除去されるべきである。
【０００６】
　上で定義されたポリマーは、パーソナルケア製品またはホームケア製品に導入するため
に適し、こうした製品の製造のために望まれる特性、例えば、熱安定性、良好な溶解度、
化粧ベースとの適合性、４～９の範囲内のＰＨ安定性、様々な製品への加工性、他の成分
との適合性および包装材料との適合性を有し、そして天然の色および臭気のポリマーであ
るとともに低い揮発性を有する。
【０００７】
　一実施形態において、本発明の組成物は、少なくとも１個の式（Ｉ）（式中、Ｒ１～Ｒ
６が水素である）の基が存在する縮合ポリマーを含む。
【０００８】
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　別の実施形態において、本発明の組成物は、式中、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の１個がメチ
ルである縮合ポリマーを含む。
【０００９】
　なお別の実施形態において、本発明の組成物は、式中、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の少なく
とも１個が、ヒドロキシ、－Ｏ－ＣＯ－Ｒ７、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）
、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－ＯＲ１０または－ＮＨｅｔである縮合ポリマーを含む。
【００１０】
　本発明のすべての実施形態において、
　Ｃ６～１０アリールという用語は、６～１０個の炭素原子を有する芳香族炭化水素の部
分、特に、フェニル、トリル、キシリルおよびナフチルを表す。
　（Ｃ６～Ｃ２４）アリールジラジカルという用語は、６～２４個の炭素原子を有する芳
香族炭化水素またはヒドロ芳香族炭化水素の二価部分、特に、例えば、アルキルまたはア
ルケニルによって置換されていてもよい１，２－フェニレン、１，３－フェニレン、１，
４－フェニレンまたはナフチレン、テトラヒドロ－またはヘキサヒドロ－ナフチレンまた
はノルボルネンを表す。
　Ｃ１～２０アルキルという用語は、２０個以下の炭素原子を有する直鎖または分岐のア
ルキル基、特に、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、ｓ－ブチルお
よびｔ－ブチルを表す。Ｃ３～７シクロアルキルという用語は、３～７個の炭素原子を有
するシクロアルキル基、特に、シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチルおよびシ
クロヘキシルを表す。Ｃ１～２０アルキル基は飽和または不飽和であってもよい。
　（Ｃ２～Ｃ２４）（シクロ）アルキルジラジカルという用語は、Ｃ１～２０アルキルま
たはＣ２～２０アルケニルによって置換されていてもよい２～２４個の炭素原子を有する
飽和の直鎖または分岐の（シクロ）炭化水素の二価部分を表す。
【００１１】
　本発明のすべての実施形態において、Ａは飽和または不飽和であってもよい。Ａは、好
ましくはメチル、オクテニル、ノネニル、デセニル、ウンデセニルまたはドデセニルなど
のＣ１～２０アルキル基またはＣ２～２０アルケニル基により任意に置換されていてもよ
い。Ａのために適する選択は、エチレン、プロピレン、（アルキル－）１，２－エチレン
（ここで、アルキルは上のように定義される）、（メチル－）１，２－エチリデン、１，
３－プロピレン、（メチル－）１，２－シクロヘキシル、（メチル－）１，２－フェニレ
ン、１，３－フェニレン、１，４－フェニレン、２，３－ノルボルニル、２，３－ノルボ
ルネン－５－イル、テトラヒドロ－１，２－フェニレンまたは（メチル－）１，２－シク
ロヘックス－４－エニルラジカルである。好ましくは、Ａはエチレン、プロピレンまたは
１，２－シクロヘキシルである。
【００１２】
　Ｒ７は、例えば、飽和または不飽和（Ｃ１～２０）アルキルまたはＣ３～７シクロアル
キル、Ｃ６～１０アリール、ポリマーまたはオリゴマーから選択される。本発明のすべて
の実施形態において、Ｒ７は、好ましくは、（Ｃ１～Ｃ２０）アルキル基またはポリマー
またはオリゴマーのラジカルから選択される。適するポリマーの例は、ポリエステル、ポ
リエーテル、ポリ（カプロ）ラクトン、ポリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシド
メチルエーテル、ポリテトラヒドロフラン、ポリシリコーンあるいはフルオロポリマーま
たはオリゴマーである。Ｒ７は、例えば、エステル基、エーテル基、アミド基およびアル
コール基で置換され得る。縮合ポリマーは、同じかまたは異なるＲ７基を含んでもよい。
【００１３】
　好ましくは、Ｒ７は、フェニル、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチ
ル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチルまたは２－エチルヘキシルあるいは大豆脂肪酸、ココナッツ
脂肪酸またはヒマワリ脂肪酸などの天然脂肪酸から誘導された基から選択される。Ｒ７が
ポリマーまたはオリゴマーのラジカルである場合、Ｒ７は、好ましくは、ポリエチレンオ
キシド、ポリプロピレンオキシドまたはポリテトラヒドロフランから選択される。
【００１４】
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　Ｒ８およびＲ９が（Ｃ１～Ｃ２０）アルキル基である場合、Ｒ８およびＲ９は、任意に
１個以上のヘテロ原子を含む置換基によって置換されていてもよい。より好ましくは、Ｒ
８およびＲ９は、１つまたは幾つかのＣ原子が、任意に窒素、酸素または硫黄を含む置換
基によって置換されていてもよい線状のＣ２－、Ｃ３－またはＣ６－アルキル基である。
【００１５】
　従って、Ｒ８およびＲ９は、アルコール、エーテル、エステル、シアニド、カルボネー
ト、ウレタン、ウレア、アミド、イミド、アミン、イミンまたはイミダゾール、オキシム
、スルフィド、チオール、チオウレア、スルホン、スルホキシド、スルフェート、ホスフ
ェート、ホスフィン、ホスフィンオキシド、シラン、シリコーン、シリケート、フルオロ
、クロロ、ブロモまたはヨード基からなる群から選択された基によって置換されていても
よい。こうした基－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）の例は、ジメチルアミノ、ジエチルアミノ、ジブチ
ルアミノ、ジオクチルアミノ、エチルヘキシル－メチル（またはエチル）アミノ、ジ－（
２－エチルヘキシル）アミノ、ジステアリルアミノ、ジアリルアミノ、ジクロチルアミノ
、Ｎ－メチル（またはエチル）アリルアミノ、ビス（ジメチル（またはエチル）アミノプ
ロピル）アミノ、ビス（ジメチル（またはエチル）アミノヘキシル）アミノ、ビス（ジメ
チル（またはエチル）アミノエチル）アミノ、ビス（トリメチルシリルプロピル）アミノ
、ビス（トリメチル（またはトリエチル）エトキシシリルプロピル）アミノ、ビス（パー
フルオロオクチル）アミノ、ビス（パーフルオロオクチルメチル（またはエチル）アミノ
、ビス（メトキシエチル）アミノ、Ｎ－メチル（またはエチル）メトキシエチルアミノ、
ビス（メトキシ－２－プロピル）アミノ、ビス（マレイミドヘキシル）アミノ、ビス（オ
クテニルスクシンイミドプロピル）アミノ、ビス（ヘキサヒドロフタルイミドヘキシル）
アミノ、ジフルフリルアミノ、ジシアノ（ｍ）エチルアミノ、ビス（ジフェニルホスフィ
ノエチル）アミノである。
【００１６】
　好ましくは、Ｒ８およびＲ９は、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルなどのジ－（Ｃ１～

２０アルキル）アミノ－Ｃ１～２０アルキル基である。
【００１７】
　Ｒ８およびＲ９が一緒になってＮ－複素環式環を形成させる基－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）の例
は、モルホリノ、チオモルホリノ、ピペリジノ、ピロリジノ、Ｎ－メチルピペラジノ、（
２－フェニル）オキサゾリジノ、チアゾリジノ、ピペラジノ、２，２，６，６－テトラメ
チルピペリジノおよびジ（ベンジル）アミノである。
【００１８】
　好ましくは、Ｎ－複素環式環はＮ－メチルピペラジンまたはモルホリノ基である。
【００１９】
　本発明のすべての実施形態において、－ＯＲ１０は、飽和または不飽和のヒドロキシ官
能性モノマー、オリゴマーまたはポリマーから誘導され、ここで、Ｒ１０は、アリール、
アルキル、シクロアルキル；あるいはポリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシド、
ポリテトラヒドロフラン、ポリシリコーン、フルオロポリマーまたはナイロンオリゴマー
のラジカルであることが可能である。好ましくは、Ｒ１０は、任意に置換された（Ｃ１～
Ｃ２６）アルキル基またはポリエチレンオキシドのラジカルである。好ましくは、アルキ
ル基は、フェニル、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、ｓ－ブチル
、ｔ－ブチルまたは２－エチルヘキシルあるいは大豆脂肪酸、ココナッツ脂肪酸またはヒ
マワリ脂肪酸などの天然脂肪酸から誘導された基の群から選択される。Ｒ１０がポリマー
またはオリゴマーのラジカルである場合、Ｒ１０は、好ましくは、ポリエチレンオキシド
、ポリエチレンオキシドメチルエーテル、ポリプロピレンオキシド、ポリプロピレンオキ
シドメチルエーテルおよび／またはポリテトラヒドロフラン、特にポリエチレンオキシド
メチルエーテル、ポリプロピレンオキシドメチルエーテルおよび／またはポリテトラヒド
ロフランから選択される。
【００２０】
　部分－ＮＨｅｔを誘導してもよい複素環式化合物の例は、ピロール、ピラゾール、イミ
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ダゾール、ピラゾロン、インドール、ベンズイミダゾール、イサチン、オキサゾリジン、
２－オキサゾリドン、オキシインドール；１，２，３－トリアゾールまたは１，２，４－
トリアゾールなどのトリアゾール、テトラゾール、ペンタゾール、ピリダジノン、バルビ
ツール酸；シトシン、ウラシル、チミンまたはチオウラシルなどの核酸、ジオキソピペラ
ジン、シンナゾリノン、フタラジノン、プリン、キサンチン、プテリン；ガンマブチロラ
クタムなどの環式ラクタム、あるいはアルファピペリドンまたは二環式アミジンおよびそ
れらの誘導体などの飽和または不飽和の一環式複素環式化合物、二環式複素環式化合物ま
たは多環式複素環式化合物から選択された不安定水素原子を有する複素環式化合物である
。任意に、こうした複素環式化合物は、完全にまたは部分的に水素添加されていてもよく
、そして任意に置換されていてもよい。１つまたは幾つかの適する置換基は、アルコール
、エーテル、エステル、シアニド、アミド、アミン、イミン、オキシム、スルフィド、チ
オール、スルホン、スルホキシド、スルフェート、ホスフェート、ホスフィン、ホスフィ
ンオキシド、シラン、シリコーン、シリケート、フルオロ、クロロ、ブロモまたはヨード
基あるいはカルボニル基の群から独立して選択してもよい。任意に置換されたイミダゾー
ル、ベンズイミダゾール、１，２，４－トリアゾールおよびヒダントインは最も好ましい
。
【００２１】
　前に定義された少なくとも１個の一般式（Ｉ）（式中、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３は、互い
に独立して、基－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－ＯＲ
１０または－ＮＨｅｔであり、Ｒ１～Ｒ６、Ｒ８、Ｒ９および－ＮＨｅｔは前に定義され
た通りであり、窒素含有基は四級化されていてもよい）の基を含む縮合ポリマーは新規で
あり、従って、こうした縮合ポリマーも本発明の目的である。
【００２２】
　本発明の組成物中で用いられる縮合ポリマーは、それぞれ、典型的には６００ｇ／モル
～５０，０００ｇ／モルの間、より好ましくは８００ｇ／モル～２５，０００ｇ／モルの
間の重量平均分子量、約５００ｇ／モル～１５，０００ｇ／モル、より好ましくは７００
ｇ／モル～４，０００ｇ／モルの数平均分子量を有してもよい。
【００２３】
　本発明の組成物中で用いられる縮合ポリマーは、一般式（ＩＩ）
【化２】

（式中、
Ｒ１～Ｒ６およびｎ、ｍおよびｏは、式（Ｉ）で前に定義された通りであり、Ｘ１１、Ｘ
２１およびＸ３１は、式（Ｉ）において前に定義されたＸ１、Ｘ２およびＸ３と同じ意味
を有し、但し、Ｘ１１、Ｘ２１およびＸ３１の少なくとも１個はヒドロキシであり、Ｘ１

１、Ｘ２１およびＸ３１の１個以下は、水素、Ｃ１～２０アルキル、Ｃ３～７シクロアル
キルまたはＣ６～１０アリールである）の化合物と、
一般式Ａ（ＣＯＯＨ）２（ＩＩＩ）（式中、Ａは式（Ｉ）において前に定義されたのと同
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じ意味を有する）のジカルボン酸またはその環式無水物、および任意に、
一般式Ｒ７（ＣＯＯＨ）（ＩＶ）の酸
および／またはＨＮ（Ｒ８Ｒ９）（Ｖ）のジアルキルアミン
および／または一般式Ｒ１０ＯＨ（ＶＩ）のアルコール
および／または一般式Ｈ－ＮＨｅｔ（ＶＩＩ）の複素環式化合物
（式中、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０および－ＮＨｅｔは式（Ｉ）において前に定義された
のと同じ意味を有する）と
の重縮合によって調製してもよい。
【００２４】
　任意に、式（ＩＩＩ）
【化３】

（式中、Ｙは

【化４】

あるいは線状、分岐または環式の（Ｃ１～Ｃ２０）アルキル基であり、
Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５、Ｒ１６およびＲ１７は、互いに独立して、水素原子、
（Ｃ６～Ｃ１０）アリール基、（Ｃ１～Ｃ８）アルキル基またはＣＨ２ＯＨであり、ｐお
よびｑは１～４の整数であり、好ましくは、ｐおよびｑは１である）
で表される少なくとも１種の追加のアルカノールアミンを重縮合プロセスに添加して、縮
合ポリマーの分岐度を調節してもよい。
【００２５】
　任意に、縮合ポリマー中の１個以上の窒素含有基の四級化またはプロトン付加を重縮合
反応後に行ってもよい。
【００２６】
　室温または高温、好ましくは約２０℃と約１２０℃の間で一工程手順で反応を行って、
式（ＩＩ）の化合物のアミノ基とジカルボン酸またはその無水物のカルボキシ基との間で
アミド結合を生成させることが可能である。その後、高温、好ましくは１２０℃と２５０
℃の間で、重縮合を通してポリエステルアミドを得、好ましくは蒸留を通して水を除去す
る。溶媒を用いて、または溶媒を用いずに一工程手順を行うことが可能である。適する溶
媒は、メチルイソブチルケトン、酢酸ブチル、トルエンまたはキシレンなどの有機溶媒で
ある。蒸留を通した水の除去は、１．１０５Ｐａより高い圧力、真空（＜１．１０５Ｐａ
）などの減圧または高圧のいずれかで、あるいは共沸蒸留で行うことが可能である。
【００２７】
　式（ＩＩ）の化合物の例は、トリスヒドロキシメチルアミノメタンおよび２－アミノ－
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２－エチル－１，３－プロパンジオールである。
【００２８】
　式Ａ（ＣＯＯＨ）２のジカルボン酸の環式無水物の例は、無水フタル酸、無水テトラヒ
ドロフタル酸、無水ナフタレンジカルボン酸、無水ヘキサヒドロフタル酸、５－ノルボル
ネン－２，３－無水ジカルボン酸、ノルボルネン－２，３－無水ジカルボン酸、無水コハ
ク酸、２－オクテン－１－イル－無水コハク酸、２－ノネン－１－イル－無水コハク酸、
２－デセン－１－イル－無水コハク酸、２－ウンデセン－１－イル－無水コハク酸、２－
ドデセン－１－イル－無水コハク酸、無水マレイン酸、（メチル）無水コハク酸、無水グ
ルタル酸、無水４－メチルフタル酸、無水４－メチルヘキサヒドロフタル酸、無水４－メ
チルテトラヒドロフタル酸：、不飽和脂肪酸のマレイン化ポリイソブチレン、マレイン化
ポリブタジエンおよびマレイン化アルキルエステルである。
【００２９】
　カルボン酸（ＩＶ）の例は、単量体一官能性カルボン酸、低分子一官能性カルボン酸ま
たは高分子一官能性カルボン酸である。適するカルボン酸は、例えば、飽和脂肪族（Ｃ１

～Ｃ２０）酸、不飽和（Ｃ１～Ｃ２０）脂肪酸、芳香族酸およびα，β－不飽和酸または
天然脂肪酸である。適するα，β－不飽和酸の例は、（メタ）アクリル酸、クロトン酸；
およびイタコン酸、マレイン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸、ポリエーテルカルボン
酸およびフマル酸のモノエステルまたはモノアミドである。適する飽和脂肪族酸は、例え
ば、酢酸、プロピオン酸、酪酸、２－エチルヘキサン酸、ラウリン酸およびステアリン酸
である。適する芳香族酸は、例えば、安息香酸および第三ブチル安息香酸である。天然脂
肪酸の例は、ヒマワリ脂肪酸、ココナッツ脂肪酸または大豆脂肪酸を含む。
【００３０】
　式ＨＮ（Ｒ８Ｒ９）のジアルキルアミン（Ｖ）の例は、ジメチルアミン、ジエチルアミ
ン、ジブチルアミン、ジオクチルアミン、エチルヘキシル－メチル（またはエチル）アミ
ン、ジ－（２－エチルヘキシル）アミン、ジステアリルアミン、ジアリルアミン、ジクロ
チルアミン、Ｎ－メチル（またはエチル）アリルアミン、ビス（アミノプロピル）アミン
、ビス（アミノヘキシル）アミン、Ｎ－メチル（またはエチル）－アミノプロピルアミン
、ビス（ジメチル（またはエチル）アミノプロピル）アミン、ビス（ジメチル（またはエ
チル）アミノヘキシル）アミン、ビス（ジメチル（またはエチル）アミノエチル）アミン
、ビス（トリメチルシリルプロピル）アミン、ビス（トリメチル（またはトリエチル）エ
トキシシリルプロピル）アミン、ビス（パーフルオロオクチル）アミン、ビス（パーフル
オロメチル（またはエチル）アミン、ビス（メトキシエチル）アミン、Ｎ－メチル（また
はエチル）メトキシエチルアミン、ビス（メトキシ－２－プロピル）アミン、ビス（マレ
イミドヘキシル）アミン、ビス（オクチルスクシンイミドプロピル）アミン、ビス（ヘキ
サヒドロフタルイミドヘキシル）アミン、ジフルフリルアミン、ジシアノ（ｍ）エチルア
ミン、ビス（ジフェニルホスフィノエチル）アミン、モルホリン、チオールモルホリン、
ピペリジン、ピロリジノ、（２－フェニル）オキサゾリジン、チアゾリジン、ピペラジン
、Ｎ－メチルピペラジン、オキサゾリジン、２，２，６，６，テトラメチルピペリジン、
ジベンジルアミンおよびそれらの誘導体である。
【００３１】
　アルコール（ＶＩ）の例は、例えば、メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノ
ール、ｔ－ブタノール、２－エチルヘキサノール；セテアリルアルコール、セチルアルコ
ール、ステアリルアルコール、Ｐｏｌｙｃｈｏｌ５などの脂肪アルコール；およびポリエ
チレンオキシド、ポリプロピレンオキシド、ポリテトラヒドロフラン、ポリシリコーン、
フルオロポリマーまたはナイロンオリゴマーのようなヒドロキシ官能性ポリマーである。
好ましくは、ポリエチレンオキシドモノメチルエーテル。
【００３２】
　上の式（ＶＩＩ）の複素環式化合物の例は、部分－ＮＨｅｔを提供するとして特に上で
開示された化合物である。
【００３３】
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　式ＶＩＩＩのアルカノールアミンの例は、モノアルカノールアミンまたはジアルカノー
ルアミンである。適するモノ－β－アルカノールアミンの例には、エタノールアミン、１
－（ｍ）エチルエタノールアミン、ｎ－ブチルエタノールアミン、１－（ｍ）エチルイソ
プロパノールアミン、イソブタノールアミン、β－シクロヘキサノールアミン、ｎ－ブチ
ルイソプロパノールアミンおよびｎ－プロパノールアミンが挙げられる。
【００３４】
　適するジ－β－アルカノールアミンの例は、ジエタノールアミン、３－アミノ－１，２
－プロパンジオール、２－アミノ－プロパンジオール、ジイソブタールアミン（ビス－２
－ヒドロキシ－１－ブチル）アミン）、ジ－β－シクロヘキサノールアミンおよびジイソ
プロパノールアミン（ビス－２－ヒドロキシ－１－プロピル）アミン）である。
【００３５】
　ヒドロキシ、－Ｏ－Ｃ－ＯＲ７、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）、－Ｏ－Ｃ
Ｏ－Ａ－ＣＯ－ＯＲ１０または－ＮＨｅｔ末端基に加えて、ポリマーは、カルボキシル基
および／またはβ－ヒドロキシアルキルアミド基も含有してよい。カルボキシル基は、例
えば、ポリマーグラム当たり０．０１～２．０ｍｇ当量の間の量で存在することが可能で
ある。β－ヒドロキシアルキルアミド基は、ポリマーグラム当たり０．０１～５．０ｍｇ
当量の間の量で存在してもよい。β－ヒドロキシアルキルアミド基の量は、式（ＩＩ）の
化合物および任意に式（ＶＩＩＩ）の化合物と式（ＩＩＩ）、（ＩＶ）、（Ｖ）、（ＶＩ
）および（ＶＩＩ）の反応物の比によって、および転化率によって制御することが可能で
ある。ヒドロキシ基が縮合ポリマー中に存在する場合、こうしたヒドロキシ基は、後続工
程で、例えば、カルボン酸、無水カルボン酸、イソシアネート、活性化エステルまたはハ
ロゲン化カルボン酸などのヒドロキシ基と反応できる１個以上の基を含有する化合物と反
応してもよく、完全にまたは部分的に変性されたポリマーにつながる。
【００３６】
　従って、本発明は完全にまたは部分的に変性されたポリマーにも関連する。変性は、例
えば、式（Ｉ）（式中、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の少なくとも１個はヒドロキシ基である）
の基を含む縮合ポリマーと反応性基を含有するモノマー、オリゴマーまたはポリマーとの
間の反応を経由して行うことが可能である。適する反応性基の例には、カルボキシル基、
カルボン酸エステル、無水カルボン酸、エポキシ基、アルコキシシラン基、イソシアネー
ト基、酸塩化物基、エポキシクロロヒドリン基、アミン基、フェノール基、メチロール化
アミド基およびそれらの組み合わせが挙げられる。好ましくは、モノマー、オリゴマーま
たはポリマーは、ヒドロキシル基と反応できる唯一の基を含有する。その結果として、変
性中に架橋は起きない。
【００３７】
　ポリマーの分岐度および官能価は出発材料およびポリマーの分子量に応じて決まる。２
，０００より高い分子量およびジアルカノールアミンおよび／またはトリアルカノールア
ミンの使用は、一般に、６以上の官能価を有する高度に分岐した構造につながる。
【００３８】
　好ましくは、縮合ポリマーの分子当たりの末端基Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の平均数は、２
～２５０の間、より好ましくは３～５０の間である。
【００３９】
　四級化またはプロトン付加の形態を取って存在する縮合ポリマーの任意に１個または数
個の窒素原子は、例えば、ジェリー・マーチ（Ｊｅｒｒｙ　Ｍａｒｃｈ）著、「先進的有
機化学（Ａｄｖａｎｃｅｄ　ｏｒｇａｎｉｃ　ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ）」、第４版、ウィリ
ーインターサイエンス（Ｗｉｌｅｙ－Ｉｎｔｅｒｓｃｉｅｎｃｅ）４１１頁以下において
記載された標準手順に準拠して、非四級化縮合ポリマーの窒素原子と通例の四級化剤また
はプロトン付加剤との反応によって調製してもよい。
【００４０】
　適する四級化試薬は、例えば、Ｍｅヨージド、Ｍｅクロリド、エチルヨージド、フェニ
ルヨージド、アリルクロリド、ビニルクロリドなどのアルキルハロゲン化物またはアリー
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ルハロゲン化物、ジメチルスルフェート、ジエチルスルフェートなどのスルフェート、ア
リルグリシジルエステルおよびグリシジルメタクリレートなどのグリシジルエーテルおよ
びグリシジルエステルであるが、それらに限定されない。ベタイン基を得るために適する
四級化剤は、クロロ酢酸および（メト－）アクリル酸である。四級化手順は、溶媒を用い
て、または溶媒を用いずに行うことが可能である。適する溶媒は、水または例えばアセト
ニトリルなどの有機溶媒である。四級化縮合ポリマーをそれぞれの溶媒の中の溶液として
用いることが可能であるか、または溶媒を蒸発させて所望の縮合ポリマーをもたらすこと
が可能である。
【００４１】
　好ましくは、窒素原子は、メチル基および／またはエチル基により四級化される。
【００４２】
　適するプロトン付加剤は、例えば、ＨＣｌ、Ｈ３ＰＯ４、Ｈ２ＳＯ４などの無機酸なら
びに酢酸、酒石酸、フマル酸、乳酸、リンゴ酸、コハク酸およびそれら混合物のような化
粧上許容できる他の酸である。好ましくは、酸は、酢酸、酒石酸、塩酸、フマル酸および
それらの混合物からなる群から選択される。プロトン付加手順は、溶媒を用いて、または
溶媒を用いずに行うことが可能である。適する溶媒は、水または例えばアセトニトリルな
どの有機溶媒である。プロトン付加縮合ポリマーをそれぞれの溶媒の中の溶液として用い
ることが可能であるか、または溶媒を蒸発させて所望の縮合ポリマーをもたらすことが可
能である。
【００４３】
　それぞれ四級化、プロトン付加の所望の程度に応じて、窒素原子に対する四級化剤また
はプロトン付加剤の量はしかるべく調節されなければならない。
【００４４】
　縮合ポリマーの窒素原子のそれぞれ四級化、プロトン付加の好ましい程度は、２０～１
００％の間、より好ましくは５０～１００％の間、最も好ましくは８０％および１００％
である。
【００４５】
　本発明の別の実施形態は、有効量の縮合ポリマーを含むパーソナルケア製品または家庭
用製品である。
【００４６】
　「有効量」という用語は、全配合物を基準にして一般に少なくとも０．０１重量％の濃
度を意味する。好ましくは０．０１～２０重量％、最も好ましくは０．０５～１０重量％
の濃度が用いられる。
【００４７】
　更なる実施形態において、本発明は、上で略述した縮合ポリマーと追加の化粧用または
皮膚用の補助剤および／または添加剤とを含むパーソナルケア製品に関する。
【００４８】
　好ましくは、本発明によるパーソナルケア製品は、スキンケア配合物、バス・シャワー
配合物、液体石鹸、棒石鹸；香気剤成分、芳香剤成分または着臭剤成分を含有する配合物
、ヘアケア配合物、歯磨剤、防臭・制汗配合物、化粧用配合物および光保護配合物および
活性成分を含有する配合物から選択される。
【００４９】
　本発明による好ましいパーソナルケア製品は、ヘアケアにおいて用いられる追加の添加
剤および補助剤を含むヘアケア配合物である。
【００５０】
　更なる実施形態において、本発明は、毛髪をトリートメントする方法であって、ヘアケ
ア配合物などのパーソナルケア製品を毛髪に被着させる方法に関する。
【００５１】
　別の実施形態において、本発明は、コンディショニング剤、強化剤、膜形成用薬剤、界
面活性剤、帯電防止剤、モイスチャライザ、乳化剤またはヘアスタイリング剤として上で
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定義された縮合ポリマーを用いることに関する。
【００５２】
　本発明によるパーソナルケア製品は、
１．）水、
２．）水溶性有機溶媒、好ましくはＣ１～Ｃ４アルカノール、
３．）油、脂肪物質、ワックス、
４．）Ｃ６～Ｃ３０モノカルボン酸と１価、２価または３価アルコールの３）とは異なる
種々のエステル、
５．）飽和アクリル炭化水素および飽和環式炭化水素、
６．）脂肪酸、
７．）脂肪アルコール、
８．）シリコーン油、
およびそれらの混合物
から選択された好ましい追加の化粧用または皮膚用の補助剤および／または添加剤（化粧
用キャリア）を含む。
【００５３】
　本発明によるパーソナルケア製品または家庭用製品は、保存剤／酸化防止剤、脂肪物質
／油、水、有機溶媒、シリコーン、増粘剤、軟化剤、乳化剤、追加の遮断剤、消泡剤、モ
イスチャライザ、芳香剤、界面活性剤、充填剤、金属イオン封鎖剤、アニオンポリマー、
カチオンポリマー、非イオンポリマーまたは両性ポリマーあるいはそれらの混合物、噴射
剤、酸性化剤または塩基性化剤、染料、着色剤、顔料またはナノ顔料、光安定剤、防虫剤
、皮膚日焼け剤、美白剤、抗菌剤、保存剤または化粧品に普通に配合される他の一切の成
分などの更なる補助剤および添加剤を含有することが可能である。化粧用および皮膚用の
補助剤および添加剤の必要な量は、所望の製品に基づいて、当業者によって容易に選択さ
れることが可能であり、実施例において例示するが、それらに限定されない。
【００５４】
［光遮断剤］
　更なる遮断剤は、ＵＶ－Ａフィルタ、ＵＶ－Ｂフィルタ、ＵＶ－Ｃフィルタおよび／ま
たは広帯域フィルタから有利に選択される。ＵＶ－Ｂ遮断剤または広域遮断剤、すなわち
、約２９０ｎｍ～３４０ｎｍの間の吸収極大を有する物質の例は、有機化合物または無機
化合物である場合がある。有機ＵＶ－Ｂ遮断剤または広帯域遮断剤は、例えば、２－エチ
ルヘキシル－２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレート（オクトクリレン、「パーソ
ル（ＰＡＲＳＯＬ）」（登録商標）３４０）およびエチル－２－シアノ－３，３－ジフェ
ニルアクリレートなどのアクリレート、４－メチルベンジリデン樟脳（「パーソル（ＰＡ
ＲＳＯＬ）」（登録商標）５０００）、３－ベンジリデン樟脳、樟脳ベンズアルコニウム
メトスルフェート、ポリアクリルアミドメチルベンジリデン樟脳、スルホベンジリデン樟
脳、スルホメチルベンジリデン樟脳およびテレフタリデン二樟脳スルホン酸などの樟脳誘
導体、エチルヘキシルメトキシシンナメート（「パーソル（ＰＡＲＳＯＬ）」（登録商標
）ＭＣＸ）、エトキシエチルメトキシシンナメート、ジエタノールアミンメトキシシンナ
メート（「パーソル（ＰＡＲＳＯＬ）」（登録商標）Ｈｙｄｒｏ）およびイソアミルメト
キシシンナメートなどのシンナメート誘導体、ならびにシロキサンに結合された桂皮酸誘
導体、ｐ－アミノ安息香酸、２－エチルヘキシルｐ－ジメチルアミノベンゾエート、Ｎ－
オキシプロピレン化エチルｐ－アミノベンゾエート、グリセリルｐ－アミノベンゾエート
などのｐ－アミノ安息香酸誘導体、ベンゾフェノン－３、ベンゾフェノン－４、２，２’
，４，４’－テトラヒドロキシ－ベンゾフェノンおよび２，２’－ジヒドロキシ－４，４
’－ジメトキシベンゾフェノンなどのベンゾフェノン、ジ－（２－エチルヘキシル）４－
メトキシベンザルマロネートなどのベンザルマロン酸のエステル、欧州特許公報ＥＰ第０
８９５７７６号明細書に記載された２－（４－エトキシアニリノメチレン）プロパン二酸
ジエチルエステルなどの２－（４－エトキシ－アニリノメチレン）プロパン二酸のエステ
ル、「パーソル（ＰＡＲＳＯＬ）」（登録商標）ＳＬＸなどの欧州特許公報ＥＰ第０３５
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８５８４Ｂ１号明細書、ＥＰ第０５３８４３１Ｂ１号明細書およびＥＰ第０７０９０８０
Ａ１号明細書に記載されたベンズマロネート基を含むオルガノシロキサン化合物、ドロメ
トリゾールトリシロキサン（「メゾリル（Ｍｅｘｏｒｙｌ）」ＸＬ）、例えば、２－フェ
ニルベンズイミダゾールスルホン酸およびその塩（「パーソル（ＰＡＲＳＯＬ）」（登録
商標）ＨＳ）などのイミダゾール誘導体である。２－フェニルベンズイミダゾールスルホ
ン酸の塩は、例えば、ナトリウム塩、カリウム塩、アンモニウム塩、モルホリン塩などの
アルカリ塩、モノエタノールアミン塩およびジエタノールアミン塩などのような第一アミ
ン、第二アミンおよび第三アミンの塩、イシプロピルベンジルサリチレート、ベンジルサ
リチレート、ブチルサリチレート、エチルヘキシルサリチレート（「パーソル（ＰＡＲＳ
ＯＬ）」（登録商標）ＥＨＳ、Ｎｅｏ　Ｈｅｌｉｏｐａｎ　ＯＳ）およびイソオクチルサ
リチレートまたはホモメンチルサリチレート（ホモサレート、「パーソル（ＰＡＲＳＯＬ
）」（登録商標）ＨＭＳ　Ｎｅｏ　Ｈｅｌｉｏｐａｎ　ＨＭＳ））などのサリチレート誘
導体、エチルヘキシルトリアゾン（「ウビナル（Ｕｖｉｎｕｌ）」Ｔ－１５０）、ジエチ
ルヘキシルブタミドトリアゾン（「ウバソーブ（Ｕｖａｓｏｒｂ）」ＨＥＢ）などのトリ
アジン誘導体である。封入エチルヘキシルメトキシシンナメート（「ユーソレックス（Ｅ
ｕｓｏｌｅｘ）」ＵＶ－ｐｅａｒｌｓ）または例えば、ＥＰ第１４７１９９５号明細書で
開示されたＵＶフィルタが装填されたマイクロカプセルなどの封入ＵＶフィルタ。無機化
合物は、ミクロ粒状化されたＴｉＯ２などの顔料である。「ミクロ粒状化された」という
用語は、約５ｎｍ～約２００ｎｍ、特に約１５ｎｍ～約１００ｎｍの粒度を意味する。Ｔ
ｉＯ２粒子は、例えば、酸化アルミニウムまたは酸化ジルコニウムなどの金属酸化物によ
って、または例えば、ポリオール、メチコーン、ステアリン酸アルミニウム、アルキルシ
ランなどの有機塗料によって被覆してもよい。こうした塗料は当該技術分野で公知である
。
【００５５】
　広域遮断剤またはＵＶＡ遮断剤、すなわち、約３２０ｎｍ～４００ｎｍの間の吸収極大
を有する物質の例は、有機化合物または無機化合物、例えば、４－ｔ－ブチル－４’－メ
トキシジベンゾイル－メタン「パーソル（ＰＡＲＳＯＬ）」（登録商標）１７８９）、ジ
メトキシジベンゾイルメタンおよびイソプロピルジベンゾイルメタンなどのジベンゾイル
メタン誘導体；２，２’－メチレンビス（６－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール）－２－イル
）－４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－フェノール（「チノソーブ（Ｔｉｎ
ｏｓｏｒｂ）」Ｍ）などのベンゾトリアゾール誘導体；ビス－エチルヘキシルオキシフェ
ノールメトキシフェニルトリアジン（「チノソーブ（Ｔｉｎｏｓｏｒｂ）」Ｓ）など；２
，２－（１，４－フェニレン）ビス－（１Ｈ－ベンズイミダゾール－４，６－ジスルホン
酸（「ネオヘリオパン（Ｎｅｏｈｅｌｉｏｐａｎ）」ＡＰ）などのフェニレン－１，４－
ビス－ベンズイミダゾールスルホン酸または塩；欧州特許公報ＥＰ第１０４６３９１号明
細書に記載された２－（４－ジエチルアミノ－２－ヒドロキシ－ベンゾイル）安息香酸ヘ
キシルエステル（「ウビナル（Ｕｖｉｎｕｌ）」Ａプラス）などのアミノ置換ヒドロキシ
ベンゾフェノン；国際公開第２００５０８０３４１Ａ１号パンフレットに記載されたイオ
ン性ＵＶ－Ａフィルタ；ミクロ粒状化されたＺｎＯまたはＴｉＯ２などの顔料であっても
よい。「ミクロ粒状化された」という用語は、約５ｎｍ～約２００ｎｍ、特に約１５ｎｍ
～約１００ｎｍの粒度を意味する。粒子は、例えば、酸化アルミニウムまたは酸化ジルコ
ニウムなどの他の金属酸化物によって、または例えば、ポリオール、メチコーン、ステア
リン酸アルミニウム、アルキルシランなどの有機塗料によって被覆してもよい。こうした
塗料は当該技術分野で公知である。
【００５６】
　ジベンゾイルメタン誘導体が限定的な光安定性しかもたないので、これらのＵＶ－Ａ遮
断剤を光安定化させることが望ましい場合がある。従って、「従来のＵＶ－Ａ遮断剤」と
いう用語は、例えば、欧州特許公報ＥＰ第０５１４４９１Ｂ１号明細書およびＥＰ第０７
８０１１９Ａ１号明細書に記載された３，３－ジフェニルアクリレート誘導体、米国特許
第５，６０５，６８０号明細書に記載されたベンジリデン樟脳誘導体、欧州特許公報ＥＰ
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第０３５８５８４Ｂ１号明細書、ＥＰ第０５３８４３１Ｂ１号明細書およびＥＰ第０７０
９０８０Ａ１号明細書に記載されたベンズマロネート基を含むオルガノシロキサンによっ
て安定化された例えば、「パーソル（ＰＡＲＳＯＬ）」（登録商標）１７８９などのジベ
ンゾイルメタン誘導体も意味する。
【００５７】
［酸化防止剤］
　本発明に基づいて、パーソナルケア製品および家庭用製品に通常配合される既知のすべ
ての酸化防止剤を用いることが可能である。アミノ酸（例えば、グリシン、ヒスチジン、
チロシン、トリプトファン）およびアミノ酸誘導体、イミダゾール（例えば、ウロカニン
酸）および誘導体、Ｄ，Ｌ－カルノシン、Ｄ－カルノシン、Ｌ－カルノシンなどのペプチ
ドおよび誘導体（例えば、アンセリン）、カロチノイド、カロチン（例えば、α－カロチ
ン、β－カロチン、リコペン）および誘導体、クロロゲン酸および誘導体、リポ酸および
誘導体（例えば、ジヒドロリポ酸）、アウロチオグルコース、プロピルチオウラシルおよ
び他のチオール（例えば、チオレドクシン、グルタチオン、システイン、シスチン、シス
タミンおよびそのグリコシルエステル、Ｎ－アセチルエステル、メチルエステル、エチル
エステル、プロピルエステル、アミルエステル、ブチルエステル、ラウリルエステル、パ
ルミトイルエステル、オレイルエステル、イリンオレイルエステル、コレステリルエステ
ルおよびグリセリルエステル）およびそれらの塩、ジラウリルチオジプロピオネート、ジ
ステアリルチオジプロピオネート、チオジプロピオン酸およびその誘導体（エステル、エ
ーテル、ペプチド、リピド、ヌクレオチド、ヌクレオシドおよび塩）ならびに非常に低い
適合性薬用量（例えば、ｐモル～μモル／ｋｇ）のスルホキシミン化合物（ブチオニンス
ルホキシミン、ホモシステインスルホキシミン、ブチオニンスルホン、ペンタチオニンス
ルホキシミン、ヘキサチオニンスルホキシミン、ヘプタチオニンスルホキシミンなど）、
更に、（金属）キレート化剤（α－ヒドロキシ脂肪酸、パルミチン酸、フィチン酸、ラク
トフェリンなど）、β－ヒドロキシ酸（例えば、クエン酸、乳酸、リンゴ酸）、フミニッ
ク酸、没食子酸、ガリック抽出物（ｇａｌｌｉｃ　ｅｘｔｒａｃｔ）、ビリルビン、ビリ
ベルジン、ＥＤＴＡ、ＥＧＴＡおよびその誘導体、不飽和脂肪酸および不飽和脂肪酸誘導
体（γ－リノール酸、リノール酸、オレイン酸など）、葉酸およびその誘導体、ユビキノ
ンおよびユビキノールおよびそれらの誘導体、ビタミンＣおよび誘導体（アスコルビルパ
ルミテート、アスコルビルテトライソパルミテート、Ｍｇ－アスコルビルホスフェート、
Ｎａ－アスコルビルホスフェート、アスコルビル－アセテートなど）、トコフェロールお
よび誘導体（ビタミンＥ－アセテートなど）、天然ビタミンＥの混合物、ビタミンＡおよ
び誘導体（ビタミンＡ－パルミテートおよびビタミンＡ－アセテート）、ならびにコニフ
ェリルベンゾエート、ルチン酸（ｒｕｔｉｎｉｃ　ａｃｉｄ）および誘導体、α－グリコ
シルルチン、フェルラ酸、フルフリリデングルシトール、カルノシン、ブチルヒドロキシ
トルエン、ブチルヒドロキシアニソール、トリヒドロキシブチロフェノン、ウレアおよび
その誘導体、マンノースおよび誘導体、亜鉛および誘導体（例えば、ＺｎＯ、ＺｎＳＯ４

）、セレンおよび誘導体（例えば、セレノメチオニン）、スチルベンおよび誘導体（スチ
ルベンオキシド、トランス－スチルベンオキシドなど）、および挙げられた活性成分の適
する誘導体（塩、エステル、エーテル、糖、ヌクレオチド、ヌクレオシド、ペプチドおよ
びリピド）からなる群から選択された酸化防止剤は特に好ましい。１種以上の保存剤／酸
化防止剤は、組成物の全重量の少なくとも０．０１重量％の量で存在してもよい。本発明
の組成物の全重量の好ましくは約０．０１重量％～約１０重量％が存在する。１種以上の
保存剤／酸化防止剤が約０．１重量％～約１重量％の量で存在するのが最も好ましい。
【００５８】
［表面活性成分］
　典型的には、パーソナルケア製品または家庭用製品は、乳化剤および可溶化剤などのよ
うな表面活性成分も含有する。乳化剤は、２種以上の不混和性成分を均質に組み合わせる
ことを可能にする。更に、乳化剤は組成物を安定化させるように作用する。Ｏ／Ｗ、Ｗ／
Ｏ、Ｏ／Ｗ／ＯまたはＷ／Ｏ／Ｗエマルジョン／ミクロエマルジョンを形成させるために
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本発明において用いてもよい乳化剤には、ソルビタンオレエート、ソルビタンセスキオレ
エート、ソルビタンイソステアレート、ソルビタントリオレエート、ポリグリセリル－３
－ジイソステアレート、オレイン酸／イソステアリン酸のポリグリセロールエステル、ポ
リグリセリル－６ヘキサリシノレート、ポリグリセリル－４－オレエート、ポリグリセリ
ル－４－オレエート／ＰＥＧ－８プロピレングリコールココエート、オレアミドＤＥＡ、
ＴＥＡミリステート、ＴＥＡステアレート、ステアリン酸マグネシウム、ステアリン酸ナ
トリウム、ラウリン酸カリウム、リシノール酸カリウム、ナトリウムココエート、ナトリ
ウムタローウェート、ナトリウムカストレート、オレイン酸ナトリウムおよびそれらの混
合物が挙げられる。例示的な更なる乳化剤は、セチルホスフェート（「アンフィソール（
Ａｍｐｈｉｓｏｌ）」（登録商標）Ａ）、ジエタノールアミンセチルホスフェート（「ア
ンフィソール（Ａｍｐｈｉｓｏｌ）」（登録商標））、セチルリン酸カリウム（「アンフ
ィソール（Ａｍｐｈｉｓｏｌ）」（登録商標）Ｋ）、ナトリウムグリセリルオレエートホ
スフェート、水素添加植物グリセリドホスフェートおよびそれらの混合物などのホスフェ
ートエステルおよびそれらの塩である。更に、例えば、ＰＶＰエイコセンコポリマー、ア
クリレート／Ｃ１０～３０アルキルアクリレートクロスポリマー、アクリレート／ステア
レス－２０メタクリレートコポリマー、ＰＰＧ－２２／ドデシルグリコールコポリマー、
ＰＥＧ－４５／ドデシルグリコールコポリマーおよびそれらの混合物などの１種以上の合
成ポリマーを乳化剤として用いてもよい。例示的な更なる乳化剤は、脂肪アルコール、例
えば、セテアリルアルコール（「ラネッテ（Ｌａｎｅｔｔｅ）」Ｏ、コグニス・コーポレ
ーション（Ｃｏｇｎｉｓ　Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ））、セチルアルコール（「ラネッテ
（Ｌａｎｅｔｔｅ）」１６、コグニス・コーポレーション（Ｃｏｇｎｉｓ　Ｃｏｏｐｅｒ
ａｔｉｏｎ））、ステアリルアルコール（「ラネッテ（Ｌａｎｅｔｔｅ）」１８、コグニ
ス・コーポレーション（Ｃｏｇｎｉｓ　Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ））、ラネス－５（「ポ
リコール（Ｐｏｌｙｃｈｏｌ）」５、クロダ・ケミカルズ（Ｃｒｏｄａ　Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌｓ））、更にスクロースおよびグルコース誘導体、例えば、スクロースジステアレート
（「クロデスタ（Ｃｒｏｄｅｓｔａ）」Ｆ－１０、クロダ・ケミカルズ（Ｃｒｏｄａ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌｓ））、メチルグルコースイソステアレート（「イソラン（Ｉｓｏｌａｎ
）」ＩＳ、デグサ・ケア・ケミカルズ（Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｃａｒｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ
））、更にエトキシル化カルボン酸またはポリエチレングリコールエステルおよびポリエ
チレングリコールエーテル、例えば、ステアレス－２（「ブリジ（Ｂｒｉｊ）」７２、ユ
ニケマ（Ｕｎｉｑｅｍａ））、ステアレス－２１（「ブリジ（Ｂｒｉｊ）」７２１、ユニ
ケマ（Ｕｎｉｑｅｍａ））、セテアレス－２５（「クレモホール（Ｃｒｅｍｏｐｈｏｒ）
」Ａ２５、バスフ・コーポレーション（ＢＡＳＦ　Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ））、ＰＥＧ
－４０水素添加ヒマシ油（「クレモホール（Ｃｒｅｍｏｐｈｏｒ）」ＲＨ－４０、バスフ
・コーポレーション（ＢＡＳＦ　Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ））、ＰＥＧ－７水素添加ヒマ
シ油（「クレモホール（Ｃｒｅｍｏｐｈｏｒ）」ＷＯ７、バスフ・コーポレーション（Ｂ
ＡＳＦ　Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ））、ＰＥＧ－３０ジポリヒドロキシステアレート（「
アーラセル（Ａｒｌａｃｅｌ）」Ｐ１３５、ユニケマ（Ｕｎｉｑｅｍａ））、更にグリセ
リルエステルおよびポリグリセリルエステル、例えば、ポリグリセリル－３－ジイソステ
アレート（「ホスタセリン（Ｈｏｓｔａｃｅｒｉｎ）」ＴＧＩ、クラリアント・コーポレ
ーション（Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ））、ポリグリセリル－２ジポリ
ヒドロキシステアレート（「デヒムルス（Ｄｅｈｙｍｕｌｓ）」ＰＧＰＨ、コグニス・コ
ーポレーション（Ｃｏｇｎｉｓ　Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ））、ポリグリセリル－３メチ
ルグルコースジステアレート（「テゴケア（Ｔｅｇｏ　Ｃａｒｅ）」４５０、デグサ・ケ
ア・ケミカルズ（Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｃａｒｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ））である。好ましい
乳化剤は、セチルホスフェート（「アンフィソール（Ａｍｐｈｉｓｏｌ）」（登録商標）
Ａ）、ジエタノールアミンセチルホスフェート（「アンフィソール（Ａｍｐｈｉｓｏｌ）
」（登録商標））、セチルリン酸カリウム（「アンフィソール（Ａｍｐｈｉｓｏｌ）」（
登録商標）Ｋ）、ＰＶＰエイコセンコポリマー、アクリレート／Ｃ１０～３０アルキルア
クリレートクロスポリマー、ＰＥＧ－２０ソルビタンイソステアレート、ソルビタンイソ
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ステアレートおよびそれらの混合物である。１種以上の乳化剤は、組成物の全重量の少な
くとも０．０１重量％の全量で存在する。本発明の組成物の全重量の好ましくは約０．０
１重量％～約２０重量％が用いられる。約０．１重量％～約１０重量％の乳化剤を用いる
のが最も好ましい。
【００５９】
　典型的には、パーソナルケア製品または家庭用製品は、アニオン界面活性剤、中性界面
活性剤、両性界面活性剤またはカチオン界面活性剤も含有する。
【００６０】
　例示的なアニオン界面活性剤は、アルキルスルフェート、アルキルエーテルスルフェー
ト、アルキルスルホネート、アルキルアリールスルホネート、アルキルスクシネート、ア
ルキルスルホスクシネート、Ｎ－アルキルサルコシネート、アシルタウレート、アシルイ
セチオネート、アルキルホスフェート、アルキルエーテルホスフェート、アルキルエーテ
ルカルボキシレート、アルファ－オレフィンスルホネート、特にアルカリ塩およびアルカ
リ土類塩、例えば、ナトリウム塩、カリウム塩、マグネシウム塩、カルシウム塩ならびに
アンモニウム塩およびトリエタノールアミン塩を含む。アルキルエーテルスルフェート、
アルキルエーテルホスフェートおよびアルキルエーテルカルボキシレートは、分子当たり
１～１０個の間のエチレンオキシド単位またはプロピレンオキシド単位、好ましくは１～
３個のエチレンオキシド単位を含んでもよい。
【００６１】
　例えば、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸アンモニウム、ラウリルエーテル硫酸
ナトリウム、ラウリルエーテル硫酸アンモニウム、ナトリウムラウロイルサルコニセート
、オレイルコハク酸ナトリウム、ラウリルスルホコハク酸アンモニウム、ナトリウムドデ
シルベンゾールスルホネート（ｓｏｄｉｕｍ　ｄｏｄｅｃｙｌｂｅｎｚｏｌｓｕｌｆｏｎ
ａｔｅ）、トリエタノールアミンドデシルベンゾールスルホネートは適する。
【００６２】
　適する両性界面活性剤は、例えば、アルキルベタイン、アルキルアミドプロピルベタイ
ン、アルキルスルホベタイン、アルキルグリシネート、アルキルカルボキシグリシネート
；ココジメチルスルホプロピルベタイン、ラウリルベタイン、コカミドプロピルベタイン
またはナトリウムコカンホプロピオネート（ｓｏｄｉｕｍ　ｃｏｃａｍｐｈｏｐｒｏｐｉ
ｏｎａｔｅ）などのアルキルアンホアセテート、アルキルアンホプロピオネート、アルキ
ルアンホジアセテートまたはアルキルアンホジプロピオネートである。
【００６３】
　非イオン界面活性剤の例は、例えば、直鎖または分岐のアルキル鎖の６～２０炭素原子
を有する脂肪族アルコールまたはアルキルフェノールとエチレンオキシドおよび／または
プロピレンオキシドの反応生成物である。アルキレンオキシドの量は、アルコール１モル
に対して約６～６０モルである。更に、アルキルアミノキシド、モノアルキルアルカノー
ルアミドまたはジアルキルアルカノールアミド、ポリエチレングリコールの脂肪エステル
、アルキルポリグリコシドまたはソルビタンエーテルエステルは、本発明によるヘアケア
組成物に含有させるために適する。
【００６４】
　更に、パーソナルケア製品または家庭用製品は、四級化アンモニウム化合物などの普通
のカチオン界面活性剤、例えば、セチルトリメチルアンモニウムクロリドまたはブロミド
（ＩＮＣＩ：セトリモニウムクロリドまたはブロミド）、ヒドロキシエチルセチルジモニ
ウムホスフェート（ＩＮＣＩ：クアテルニウム－４４）、「ルビカット（Ｌｕｖｉｑｕａ
ｔ）」（登録商標）Ｍｏｎｏ　ＬＳ（ＩＮＣＩ：ココトリモニウムメトスルフェート）、
ポリ（オキシ－１，２－エタンジイル）、（オクタデシルニトリロ（Ｏｃｔａｄｅｃｙｌ
ｎｉｔｒｉｌｉｏ））トリ－２，１－エタンジイル）トリス－（ヒドロキシ）－ホスフェ
ート（ＩＮＣＩ：クアテルニウム－５２）を含有してもよい。特殊効果のために、ポリク
アテルニウム（ＩＮＣＩ）と呼ばれる前述したカチオンポリマー、特にビニルピロリドン
／Ｎ－ビニルイミダゾリウム塩のコポリマー（「ルビカット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ）」（登
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録商標）ＦＣ、「ルビカット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ）」（登録商標）ＨＭ、「ルビカット（
Ｌｕｖｉｑｕａｔ）」（登録商標）ＭＳ、「ルビカット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ）」（登録商
標）Ｕｌｔｒａｃａｒｅ）、ジエチルスルフェートにより四級化されたＮ－ビニルピロリ
ドン／ジメチルアミノエチルメタクリレートのコポリマー（「ルビカット（Ｌｕｖｉｑｕ
ａｔ）」（登録商標）ＰＱ－１１）、Ｎ－カチオンセルロース誘導体のコポリマー（ポリ
クアテルニウム－４および－１０）、アクリルアミドコポリマー（ポリクアテルニウム－
７）などの典型的なコンディショニング剤を特にヘアケア配合物内でパーソナルケア製品
または家庭用製品内の縮合ポリマーと組み合わせてもよい。更に、ポリアリールシロキサ
ン、ポリアリールアルキルシロキサン、ポリエーテルシロキサンまたはシリコーン樹脂な
どのシリコーンに基づくコンディショニング剤と同様に蛋白水解物も用いてもよい。適す
る他のシリコーン化合物は、ジメチコンコポリオール（ＣＴＦＡ）、およびアモジメチコ
ーン（ＣＴＦＡ）などのアミノ官能化シリコーン誘導体である。
【００６５】
　更に、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド（ＩＮＣＩ）などのカチオング
アー誘導体を用いてもよい。
【００６６】
　１種以上のアニオン界面活性剤、中性界面活性剤、両性界面活性剤またはカチオン界面
活性剤は、組成物の全重量の少なくとも０．０１重量％の全量で存在する。本発明の組成
物の全重量の好ましくは約０．０１重量％～約２０重量％が用いられる。約０．１重量％
～約１０重量％の１種以上の界面活性剤を用いるのが最も好ましい。
【００６７】
［油成分および脂肪成分］
　脂質相は、鉱油およびミネラルワックス；カプリン酸および／またはカプリル酸または
ヒマシ油のトリグリセリドなどの油；好ましい実施形態において油またはワックスおよび
他の天然油または合成油；脂肪酸とアルコール、例えば、イソプロパノール、プロピレン
グリコール、グリセリンのエステル、脂肪アルコールと炭酸または脂肪酸のエステル、ア
ルキルベンゾエート、および／またはシリコーン油から有利に選択することが可能である
。
【００６８】
　本発明のエマルジョン、ミクロエマルジョン、油ジェル、水分散液または脂肪分散液の
油相に含有され得る例示的な脂肪物質は、３～３０個の炭素原子を有する飽和および／ま
たは不飽和、直鎖または分岐のアルキルカルボン酸と３～３０個の炭素原子を有する飽和
および／または不飽和、直鎖または分岐のアルコールのエステル、および芳香族カルボン
酸と３～３０個の炭素原子を有する飽和および／または不飽和、直鎖または分岐のアルコ
ールのエステルから有利に選択される。こうしたエステルは、オクチルパルミテート、オ
クチルココエート、オクチルイソステアレート、オクチルドデシルミリステート、セテア
リルイソノナノエート、イソプロピルミリステート、イソプロピルパルミテート、イソプ
ロピルステアレート、イソプロピルオレエート、ｎ－ブチルステアレート、ｎ－ヘキシル
ラウレート、ｎ－デシルオレエート、イソオクチルステアレート、イソノニルステアレー
ト、イソノニルイソノナノエート、２－エチルヘキシルパルミテート、２－エチルヘキシ
ルラウレート、２－ヘキシルデシルステアレート、２－オクチルドデシルパルミテート、
ステアリルヘプタノエート、オレイルオレエート、オレイルエルケート、エルシルオレエ
ート、エルシルエルケート、トリデシルステアレート、トリデシルトリメリテート、およ
びこうしたエステルの合成混合物、半合成混合物または天然混合物、例えば、ホホバ油か
ら有利に選択することが可能である。
【００６９】
　本発明のパーソナルケア製品または家庭用製品のために適する他の脂肪成分には、レシ
チンなどの極性油、および脂肪酸トリグリセリド、すなわち、８～２４個の炭素原子、好
ましくは１２～１８個の炭素原子を有する飽和および／または不飽和、直鎖または分岐の
カルボン酸のトリグリセロールエステル（但し、脂肪酸トリグリセリドは、好ましくは、



(21) JP 5403361 B2 2014.1.29

10

20

30

40

50

合成油、半合成油または天然油（例えば、ココグリセリド、オリーブ油、ヒマワリ油、大
豆油、落花生油、菜種油、スイートアーモンド油、パーム油、椰子油、ヒマシ油、水素添
加ヒマシ油、麦油、グレープ種子油、マカダミアナッツ油およびその他）から選択される
）、直鎖および／または分岐の炭化水素およびワックスなどの無極油、例えば、鉱油、ワ
セリン（ペトロラタム）；パラフィン、スクアラン、スクアレン、ポリオレフィン、水素
添加ポリイソブテンおよびイソヘキサデカン（但し、好都合なポリオレフィンはポリデセ
ンである）；ジカプリルイルエーテルなどのジアルキルエーテル；好ましくはシクロメチ
コーン（オクタメチルシクロテトラシロキサン）、セチルジメチコーン、ヘキサメチルシ
クロトリシロキサン、ポリジメチルシロキサン、ポリ（メチルフェニルシロキサン）など
の直鎖または環式のシリコーン油およびそれらの混合物が挙げられる。
【００７０】
　本発明のパーソナルケア製品または家庭用製品に有利に含有され得る他の脂肪成分は、
イソエイコサン、ネオペンチルグリコールジヘプタノエート、プロピレングリコールジカ
プリレート／ジカプレート、カプリル／カプリン／ジグリセリルスクシネート、ブチレン
グリコールカプリレート／カプレート、Ｃ１２～１３アルキルラクテート、ジ－Ｃ１２～

１３アルキルタルトレート、トリイソステアリン、ジペンタエリトリチルヘキサカプリレ
ート／ヘキサカプレート、プロピレングリコールモノイソステアレート、トリカプリリン
、ジメチルイソソルビドである。Ｃ１２～１５アルキルベンゾエートと２－エチルヘキシ
ルイソステアレートの混合物、Ｃ１２～１５アルキルベンゾエートとイソトリデシルイソ
ノナノエートの混合物、およびＣ１２～１５アルキルベンゾエート、２－エチルヘキシル
イソステアレートおよびイソトリデシルイソノナノエートの混合物の使用は特に有益であ
る。
【００７１】
　本発明の配合物の油相は、天然植物、または蜜蝋、チャイナワックス、マルハナバチ蝋
および昆虫の他の蝋などの動物蝋、ならびにシアバターおよびカカオ脂も含有することが
可能である。
【００７２】
［シリコーン油］
　適するシリコーン油は、例えば、ジメチルポリシロキサン、ジエチルポリシロキサン、
ジフェニルポリシロキサン、環式シロキサン、ポリ（メチルフェニルシロキサン）、なら
びに室温で液体または固体であるアミノ変性シリコーン化合物、脂肪酸変性シリコーン化
合物、アルコール変性シリコーン化合物、ポリエーテル変性シリコーン化合物、エポキシ
変性シリコーン化合物、フルオロ変性シリコーン化合物、グリコシド変性シリコーン化合
物および／またはアルキル変性シリコーン化合物およびそれらの混合物である。ジメチコ
ーンおよびポリ（メチルフェニルシロキサン）の数平均分子量は、好ましくは１００～１
５００００ｇ／モルの範囲内である。好ましい環式シロキサンは４～８員環を含み、それ
は例えばシクロメチコーンとして市販されている。
【００７３】
　油成分または脂肪成分は、製品の全重量の約１重量％～約５０重量の量で存在する。油
成分または脂肪成分の好ましい量は、約２重量％～約２５重量％、最も好ましくは約３重
量％～約２０重量％である。
【００７４】
モイスチャライジング剤
　水分補給を維持するか、または皮膚に再び水分補給するためにモイスチャライジング剤
を本発明の製品に導入してもよい。保護被膜を提供することにより水を皮膚から蒸発させ
ないモイスチャライザは皮膚軟化薬と呼ばれる。更に、皮膚軟化薬は皮膚表面上に軟化効
果または平滑化効果を提供し、一般に局所使用のために安全と考えられる。好ましい皮膚
軟化薬には、鉱油、ラノリン、ワセリン、カプリン／カプリルトリグリセルアルデヒド、
コレステロール；ジメチコーン、シクロメチコーンなどのシリコーン、扁桃油、ホホバ油
、アボカド油、ヒマシ油、胡麻油、ヒマワリ油、ヤシ油、およびグレープ種子油、カカオ
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油、オリーブ油、アロエエキス；オレイン酸およびステアリン酸などの脂肪酸、セチルア
ルコールおよびヘキサデシル（ＥＮＪＡＹ）アルコールなどの脂肪アルコール、Ｃ９～１

５アルコールのジイソプロピルアジペート、ヒドロキシベンゾエートエステル、安息香酸
エステル；イソノニルイソノナノエート；ポリオキシプロピレンブチルエーテルおよびポ
リオキシプロピレンセチルエーテルなどのエーテル、およびＣ１２～１５アルキルベンゾ
エートならびにそれらの混合物が挙げられる。最も好ましい皮膚軟化薬は、ヒドロキシベ
ンゾエートエステル、アロエ・ベラ、Ｃ１２～１５アルキルベンゾエートおよびそれらの
混合物である。皮膚軟化薬は、製品の全重量の約１重量％～約５０重量％の量で存在する
。皮膚軟化薬の好ましい量は約２重量％～約２５重量％であり、最も好ましくは約３重量
％～約１５重量％の量である。
【００７５】
　水を結合し、よって水を皮膚表面上に保持するモイスチャライザは保湿剤と呼ばれる。
本発明の製品に導入され得る保湿剤の例は、グリセリン、プロピレングリコール、ポリプ
ロピレングリコール、ポリエチレングリコール、乳酸、乳酸ナトリウム、ピロリドンカル
ボン酸、ウレア、ホスホリピド、コラーゲン、エラスチン、セラミド、レシチン、ソルビ
トール、ＰＥＧ－４およびそれらの混合物である。追加の適するモイスチャライザは、ヒ
アルロン酸、キトサンおよび／またはフルクトースに富む多糖などの水溶性および／また
は膨潤性／および／または水ゲル化性の多糖の系統の高分子モイスチャライザであり、そ
れは、例えば、「フコゲル（Ｆｕｃｏｇｅｌ）」（登録商標）１０００（ＣＡＳ番号：１
７８４６３－２３－５）としてソラビア（ＳＯＬＡＢＩＡ　Ｓ．）によって入手できる。
１種以上の保湿剤は、本発明の製品中に約０．５～約８重量％、好ましくは約１～約５重
量％で任意に存在する。
【００７６】
　本発明の製品の水相は、アルコール、特により低級のアルコール、好ましくは、エタノ
ールおよび／またはイソプロパノール、低ジオールまたはポリオールおよびそれらのエー
テル、好ましくは、プロピレングリコール、グリセリン、エチレングリコール、エチレン
グリコールモノエチルエーテルまたはエチレングリコールモノブチルエーテル、プロピレ
ングリコールモノメチルエーテルまたはプロピレングリコールモノエチルエーテルあるい
はプロピレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル
またはジエチレングリコールモノエチルエーテル、および類似製品、ポリマー、発泡安定
剤、電解質および特に１種以上の増粘剤などの普通の化粧用添加剤を含有することが可能
である。
【００７７】
［増粘剤］
　製品の粘性度を適切にするのを助けるために本発明の配合物中で用いてもよい増粘剤に
は、カルボマー、二酸化ケイ素、ケイ酸マグネシウムおよび／またはケイ酸アルミニウム
、脂質増粘剤、例えば、セチルアルコール、セチルパルミテート（「クチナ（Ｃｕｔｉｎ
ａ）」ＣＰ、コグニス・コーポレーション（Ｃｏｇｎｉｓ　Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ））
、グリセリルミリステート（「エストル（Ｅｓｔｏｌ）」３６５０、ユニケマ（Ｕｎｉｑ
ｅｍａ））、微結晶ワックス（Ａ＆Ｅコノック（Ａ＆Ｅ　Ｃｏｎｎｏｃｋ））、ミリスチ
ルアルコール（「ラネッテ（Ｌａｎｅｔｔｅ）」１４、コグニス・コーポレーション（Ｃ
ｏｇｎｉｓ　Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ））、ミリスチルラクテート（「クロダモル（Ｃｒ
ｏｄａｍｏｌ）」ＭＬ、クロダ・ケミカルズ（Ｃｒｏｄａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ））、蜜
蝋（Ａ＆Ｅコノック（Ａ＆Ｅ　Ｃｏｎｎｏｃｋ））、ステアリン酸（リポ・ケミカルズ（
Ｌｉｐｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ））、ステアリルアルコール（「ラネッテ（Ｌａｎｅｔｔ
ｅ）」１８、コグニス・コーポレーション（Ｃｏｇｎｉｓ　Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ））
、キサンタンガム（「ケルトロール（Ｋｅｌｔｒｏｌ）」、シーピー・ケルコ（ＣＰ　Ｋ
ｅｌｃｏ））などの多糖および誘導体、ヒドロキシプロピルセルロース（「クルセル（Ｋ
ｌｕｃｅｌ）」、ハーキュレス（Ｈｅｒｃｕｌｅｓ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｅｄ））、ヒ
ドロキシエチルセルロース（「チロセ（Ｔｙｌｏｓｅ）」Ｈ、クラリアント・コーポレー
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ション（Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ））、ポリアクリルアミド、自己乳
化性ポリアクリルアミド、例えば、「サルケア（Ｓａｌｃａｒｅ）」ＳＣ９１、「サルケ
ア（Ｓａｌｃａｒｅ）」ＳＣ９６（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ（Ｃｉｂａ　Ｓｐ
ｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ））、「セピゲル（Ｓｅｐｉｇｅｌ）」３０５（セ
ピック（Ｓｅｐｐｉｃ））、アクリレートクロスポリマー、好ましくは、タイプ９８０、
９８１、１３８２、２９８４、５９８４、ＥＴＤ２００１、ＥＴＤ２０５０、Ｕｌｔｒｅ
ｚ１０、Ｕｌｔｒｅｚ２１の「カルボポール（Ｃａｒｂｏｐｏｌｅ）」（登録商標）（ノ
ベオン（Ｎｏｖｅｏｎ　Ｉｎｃ．））などのカルボマー、単独でまたはそれらの混合物が
挙げられる。増粘剤は、本発明の製品に約０．０１重量％～約８重量％、好ましくは０．
０５重量％～約５重量％の量で存在することが可能である。
【００７８】
［中和剤］
　例えば、乳化剤または泡ビルダ／安定剤などの成分を中和するために本発明の製品中に
含めてもよい中和剤の例には、水酸化ナトリウムおよび水酸化カリウムなどのアルカリ水
酸化物；ジエタノールアミン（ＤＥＡ）、トリエタノールアミン（ＴＥＡ）、アミノメチ
ルプロパノールおよびそれらの混合物などの有機塩基；アルギニンおよびリシンなどのア
ミノ酸ならびにいずれかの前述したもののあらゆる組み合わせが挙げられるが、それらに
限定されない。中和剤は、本発明の製品に約０．０１重量％～約８重量％、好ましくは１
重量％～約５重量％の量で存在することが可能である。
【００７９】
［電解質］
　本発明の製品に電解質を添加するのは、疎水性乳化剤の挙動を変えるために必要な場合
がある。従って、本発明のエマルジョン／ミクロエマルジョンは、好ましくは、塩化物、
硫酸塩、炭酸塩、硼酸塩およびアルミン酸塩などのアニオンをそれに制限されることなく
含む１種または数種の塩の電解質を含有してもよい。適する他の電解質は、ラクテート、
アセテート、ベンゾエート、プロピオネート、タルトレートおよびシトレートに限定され
ないが、それらなどの有機アニオンに基づくことが可能である。カチオンとして、好まし
くは、アンモニウム、アルキルアンモニウム、アルカリ金属またはアルカリ土類金属、マ
グネシウムイオン、鉄イオンまたは亜鉛イオンが選択される。特に好ましい塩は、塩化カ
リウム、塩化ナトリウム、硫酸マグネシウム、硫酸亜鉛およびそれらの混合物である。電
解質は、本発明の製品に約０．０１重量％～約８重量％の量で存在することが可能である
。
【００８０】
［光安定剤］
　更なる光安定剤の添加は望ましい場合がある。こうした光安定剤は、単量体の性質また
は高分子の性質であることが可能である立体的ヒンダードアミン光安定剤（ＨＡＬＳ）と
して知られている。こうした光安定剤は、例えば、Ｎ，Ｎ’－ビスホルミル－Ｎ，Ｎ’－
ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）－ヘキサメチレンジアミン
（「ウビヌル（Ｕｖｉｎｕｌ）」４０５０Ｈ）、ビス－（２，２，６，６－テトラメチル
－４－ピペリジル）セバケート「ウビヌル（Ｕｖｉｎｕｌ）」４０７７Ｈ）、ビス（１，
２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）－セバケート＋メチル（１，２，２，
６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）セバケート「ウビヌル（Ｕｖｉｎｕｌ）」４０
９２Ｈ）、ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケート、ビ
ス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）スクシネート、ビス（１，２
，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）セバケート、ｎ－ブチル－３，５－
ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル－マロン酸、ビス（１，２，２，６，６－ペン
タメチルピペリジル）エステル；１－ヒドロキシエチル－２，２，６，６－テトラメチル
－４－ヒドロキシピペリジンとコハク酸の縮合体、Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－
テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンと４－ｔ－オクチルアミノ－２
，６－ジクロロ－１，３，５－ｓ－トリアジンの縮合体、トリス（２，２，６，６－テト
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ラメチル－４－ピペリジル）ニトリロトリアセテート、テトラキス（２，２，６，６－テ
トラメチル－４－ピペリジル）－１，２，３，４－ブタンテトラノエート、１，１’－（
１，２－エタンジイル）ビス（３，３，５，５－テトラメチルピペラジノン）、４－ベン
ゾイル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、４－ステアリルオキシ－２，２，６
，６－テトラメチルピペリジン、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）
－２－ｎ－ブチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔ－ブチルベンジル）マロネー
ト、３－ｎ－オクチル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［
４．５］デカン－２，４－ジオン；Ｎ，Ｎ－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－
ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンと４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５
－トリアジンの縮合体、２－クロロ－４，６－ジ（４－ｎ－ブチルアミノ－２，２，６，
６－テトラメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと１，２－ビス－（３－アミノ
プロピルアミノ）エタンの縮合体、２－クロロ－４，６－ジ（４－ｎ－ブチルアミノ－１
，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと１，２－ビス
－（３－アミノプロピルアミノ）エタンの縮合体、８－アセチル－３－ドデシル－７，７
，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオ
ン、３－ドデシル－１－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ピロリジン
－２，５ジオン、３－ドデシル－１－（１，２，２，６，６－ペンタメチル４－ピペリジ
ル）ピロリジン－２，５－ジオン；４－ヘキサデシルオキシ－２，２，６，６－テトラメ
チルピペリジンと４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンの混
合物；Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレ
ンジアミンと４－シクロヘキシルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンの
縮合体、１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンと２，４，６－トリクロロ－
１，３，５－トリアジンと４－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
の縮合体（ＣＡＳ　登録番号［１３６５０４－９６－６］）、（２，２，６，６－テトラ
メチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルスクシンイミド、（１，２，２，６，６－ペン
タメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルスクシンイミド、２－ウンデシル－７，７，
９，９－テトラメチル－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソ－スピロ［４．５］デ
カン；７，７，９，９－テトラメチル－２－シクロウンデシル－１－オキサ－３、８－ジ
アザ－４－オキソスピロ［４．５］デカンおよびエピクロロヒドリンの反応製品からなる
群から選択されるが、それらに限定されない。
【００８１】
［防虫剤］
　本発明による製品中で用いられ得る防虫剤の例は、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチル－ｍ－ト
ルアミド、１，２－ペンタンジオールまたは防虫剤３５３５である。
【００８２】
［セルフタンニング成分］
　セルフタンニング成分の例は、国際公開第０１／８５１２４号パンフレットに記載され
た例えばジヒドロキシアセトンおよび／またはエリトルロースまたはジヒドロキシアセト
ンおよび／またはジヒドロキシアセトン前駆体、および／またはエリトルロースである。
【００８３】
［美白成分］
　美白成分の例は、例えば、ビタミンＣ、アスコルビンリン酸ナトリウムおよびアスコル
ビンリン酸マグネシウム、アルブチンおよびアルファアルブチンである。
【００８４】
［脱臭活性成分］
　考慮に入れる脱臭活性成分の例は、アルミニウムクロロ水和物、アルミニウムヒドロキ
シアセテートおよび酸性アルミニウム／ジルコニウム塩などの制汗剤である。エステラー
ゼ抑制剤は更なる脱臭活性成分として添加してもよい。こうした抑制剤は、酵素活性を抑
制し、従って臭気生成を削減する、好ましくは、トリメチルシトレート、トリプロピルシ
トレート、トリイソプロピルシトレート、トリブチルシトレートおよび特にトリエチルシ



(25) JP 5403361 B2 2014.1.29

10

20

30

40

50

トレート（「ヒダゲン（Ｈｙｄａｇｅｎ）」ＣＡＴ、ヘンケル（Ｈｅｎｋｅｌ））などの
トリアルキルシトレートである。エステラーゼ抑制剤として考慮に入れる更なる物質は、
ステロールスルフェートまたはホスフェート、例えば、ラノステロール、コレステロール
、カンペステロール、スティグマステロールおよびシトステロールスルフェートまたはホ
スフェート、ジカルボン酸およびそのエステル、例えば、グルタル酸、グルタル酸モノメ
チルエステル、グルタル酸ジエチルエステル、アジピン酸、アジピン酸モノエチルエステ
ル、アジピン酸ジエチルエステル、マロン酸およびマロン酸ジエチルエステルならびにヒ
ドロキシカルボン酸およびそのエステル、例えば、クエン酸、リンゴ酸、酒石酸または酒
石酸ジエチルエステルである。微生物植物相に影響を及ぼすとともに汗－分解細菌を殺す
か、または汗－分解細菌の成長を抑制する抗菌活性成分は、配合物（特に皮膚用配合物）
中に同様に存在することが可能である。存在し得る他の抗菌剤は、キトサン、フェノキシ
エタノールおよびクロルヘキシジングルコネート－５－クロロ－２－（２，４－ジクロロ
フェノキシ）フェノール（「トリクロサン（Ｔｒｉｃｌｏｓａｎ）」、「イルガサン（Ｉ
ｒｇａｓａｎ）」、チバ・スペシャルティ・ケミカルズ（Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｉｎｃ．））である。
【００８５】
［ふけ防止剤］
　用いてもよいふけ防止剤の例は、クリムバゾール、オクロピロックスおよび亜鉛ピリチ
オンである。
【００８６】
［膜形成剤］
　通例の膜形成剤には、例えば、キトサン、微結晶キトサン、四級化キトサン、ポリビニ
ルピロリドン、ビニルピロリドン／酢酸ビニルコポリマー、高比率のアクリル酸を含有す
る第四セルロース誘導体のポリマー、コラーゲン、ヒアルロン酸およびその塩ならびに類
似化合物が挙げられる。
【００８７】
［保存剤］
　保存剤の例には、メチルパラベン、エチルパラベン、プロピルパラベン、ブチルパラベ
ン、ベンズアルコニウムクロリド、２－ブロモ－２－ニトロ－プロパン－１，３－ジオー
ル、デヒドロ酢酸、ジアゾリジニルウレア、２－ジクロロベンジルアルコール、ＤＭＤＭ
ヒダントイン、ホルムアルデヒド溶液、メチルジブロモグルタロニトリル、フェノキシエ
タノール、ナトリウムヒドロキシメチルグリシネート、イミダゾリジニルウレア、トリク
ロサンおよび文献Ｋ．Ｆ．Ｄｅ　Ｐｏｌｏ－Ａ　Ｓｈｏｒｔ　Ｔｅｘｔｂｏｏｋ　ｏｆ　
Ｃｏｓｍｅｔｏｌｏｇｙ、Ｃｈａｐｔｅｒ７、Ｔａｂｌｅ７－２、７－３、７－４および
７－５、２１０－２１９頁に記載された更なる物質類が挙げられる。
【００８８】
［細菌抑制剤］
　細菌抑制剤の典型的な例は、２，４，４’－トリクロロ－２’－ヒドロキシジフェニル
エーテル、クロルヘキシジン（１，６－ジ（４－クロロフェニル－ビグアニド）ヘキサン
）またはＴＣＣ（３，４，４’－トリクロロカルバニリド）などのグラム陽性細菌に対す
る特異的作用を有する保存剤である。多数の芳香物質およびエーテル油も抗菌特性を有す
る。典型的な例は、チョウジ油、ミント油およびタイム油中の活性成分オイゲノール、メ
ントールおよびチモールである。関連の天然脱臭剤は、ライム花油中に存在するテルペン
アルコールファルネソル（３，７，１１－トリ－メチル－２，６，１０－ドデカトリエン
－１－オール）である。グリセロールモノラウレートも静菌剤であることが分かった。存
在する追加の細菌抑制剤の量は、配合物の固体分を基準にして通常は０．１～２重量％で
ある。
【００８９】
［ポリマー］
　本発明による製品は、所望の特性を確立するために縮合ポリマーとは異なる追加の化粧
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用および皮膚用に許容できるポリマーを含んでもよい。この目的のために、すべてのアニ
オンポリマー、カチオンポリマー、両性ポリマーまたは中性ポリマーを用いてもよい。
【００９０】
　アニオンポリマーの例は、アクリル酸またはメタクリル酸およびそれらの塩のホモポリ
マーおよびコポリマー；アクリル酸とアクリルアミドおよびそれらの塩のコポリマー；ポ
リヒドロキシ炭酸のナトリウム塩、水溶性または水分散性のポリエステル；ＢＡＳＦの「
ルビセット・プル（Ｌｕｖｉｓｅｔ　ｐｕｒ）」（登録商標）などのポリウレタンおよび
ポリウレアである。ｔ－ブチルアクリレート、エチルアクリレート、メチルアクリル酸の
コポリマー（例えば、「ルビメル（Ｌｕｖｉｍｅｒ）」（登録商標）１００Ｐ）；エチル
アクリレートおよびメタクリル酸のコポリマー（例えば、「ルビフレックス（Ｌｕｖｉｆ
ｌｅｘ）」（登録商標）Ｓｏｆｔ）；Ｎ－ｔ－ブチル－アクリルアミド、エチルアクリレ
ートおよびアクリル酸のコポリマー（「ウルトラホールド（Ｕｌｔｒａｈｏｌｄ）」（登
録商標）ｓｔｒｏｎｇ）；酢酸ビニル、クロトン酸および最後には他のビニルエステルの
コポリマー（例えば、「ルビセット（Ｌｕｖｉｓｅｔ）」（登録商標）グレード）；無水
マレイン酸のコポリマー；最後にはアルコール反応済みアニオンポリシロキサン、例えば
、カルボキシ官能化ｔ－ブチルアクリレート、メタクリル酸（「ルビスコル（Ｌｕｖｉｓ
ｋｏｌ）」（登録商標）ＶＢＭ）；アクリル酸およびメタクリル酸とメタクリル酸のＣ４

～３０アルキルエステル、Ｃ４～３０アルキルビニルエステル、Ｃ４～３０アルキルビニ
ルエーテルなどの疎水性モノマーおよびヒアルロン酸のコポリマーは特に適する。アニオ
ンポリマーの例は、酢酸ビニル／クロトン酸コポリマー（ナショナル・スターチ（Ｎａｔ
ｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ）による「レジン（Ｒｅｓｙｎ）」（登録商標）またはＧＡＦ
による「ガフセット（Ｇａｆｓｅｔ）」（登録商標））、ビニルピロリドン／ビニルアク
リレートコポリマー（例えば、ＢＡＳＦによる「ルビフレックス（Ｌｕｖｉｆｌｅｘ）」
（登録商標））である。適する他のポリマーは、ビニルピロリドン／アクリレートターポ
リマーおよびスルホン酸ナトリウム含有ポリアミドまたはスルホン酸ナトリウム（ｓｏｄ
ｉｕｍｓｕｆｏｎａｔｅ）含有ポリエステルである。
【００９１】
　縮合ポリマーと組み合わせて使用できる追加のポリマーは、「バランス（Ｂａｌａｎｃ
ｅ）（登録商標）ＣＲ（ナショナル・スターチ（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ）；ア
クリレートコポリマー）、「バランス（Ｂａｌａｎｃｅ）（登録商標）０／５５（Ｎａｔ
ｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ）；アクリレートコポリマー）、「バランス（Ｂａｌａｎｃｅ
ｓ）（登録商標）４７（ナショナル・スターチ（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ）；オ
クチルアクリルアミド／アクリレート／ブチルアミノエチルメタクリレートコポリマー）
、「アクアフレックス（Ａｑｕａｆｌｅｘ）（登録商標）ＦＸ６４（ＩＳＰ：イソブチレ
ン／エチルマレイミド／ヒドロキシエチルマレイミドコポリマー）、「アクアフレックス
（Ａｑｕａｆｌｅｘ）（登録商標）ＳＦ－４０（ＩＳＰ／Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃ
ｈ；ＶＰＮｉｎｙｌカプロラクタム／ＤＭＡＰＡアクリレートコポリマー）、「アリアン
ツ（Ａｌｌｉａｎｚ）」（登録商標）ＬＴ－１２０（ＩＳＰ／ローム＆ハース（Ｒｏｈｍ
＆Ｈａａｓ）；アクリレート／Ｃ１－２スクシネート／ヒドロキシアクリレートコポリマ
ー）、「アクアレス（Ａｑｕａｒｅｚ）」（登録商標）ＨＳ（イーストマン（Ｅａｓｔｍ
ａｎ）；ポリエステル－１）、「ダイアフォーマー（Ｄｉａｆｏｒｍｅｒ）」（登録商標
）Ｚ－４００（クラリアント（Ｃｌａｒｉａｎｔ）；メタクリロイルエチルベタイン／メ
タクリレートコポリマー）、「ダイアフォーマー（Ｄｉａｆｏｒｍｅｒ）」（登録商標）
Ｚ－７１１（クラリアント（Ｃｌａｒｉａｎｔ）；メタクリロイルエチルＮ－オキシド／
メタクリレートコポリマー）、「ダイアフォーマー（Ｄｉａｆｏｒｍｅｒ）」（登録商標
）Ｚ－７１２（クラリアント（Ｃｌａｒｉａｎｔ）；メタクリロイルエチルＮ－オキシド
／メタクリレートコポリマー）、「オムニレス（Ｏｍｎｉｒｅｚ）」（登録商標）２００
０（ＩＳＰ；エタノール中のポリ（メチルビニルエーテル／マレイン酸からのモノエチル
エステル）、「アンフォマー（Ａｍｐｈｏｍｅｒ）」（登録商標）ＨＣ（Ｎａｔｉｏｎａ
ｌ　Ｓｔａｒｃｈ；アクリレート／オクチルアクリルアミドコポリマー）、「アンフォマ
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ー（Ａｍｐｈｏｍｅｒ）」（登録商標）２８－４９１０（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃ
ｈ；オクチルアクリルアミド／アクリレート／ブチルアミノエチルメタクリレートコポリ
マー）、「アドバンテージ（Ａｄｖａｎｔａｇｅ）」（登録商標）ＨＣ３７（ＩＳＰ；ビ
ニルカプロラクタム／Ｎ－ビニルピロリドン／ジメチルアミノエチルメタクリレートのタ
ーポリマー）、「アドバンテージ（Ａｄｖａｎｔａｇｅ）」（登録商標）ＬＣ５５および
ＬＣ８０またはＬＣ　ＡおよびＬＣ　Ｅ、「アドバンテージ（Ａｄｖａｎｔａｇｅ）」（
登録商標）プラス（ＩＳＰ；ＶＡ／ブチルマレエート／イソボルニルアクリレートコポリ
マー）、アクリン（Ａｃｕｌｙｎｅ）（登録商標）２５８（Ｒｏｈｍ＆Ｈａａｓ；アクリ
レート／ヒドロキシエステルアクリレートコポリマー）、「ルビセット（Ｌｕｖｉｓｅｔ
）」（登録商標）Ｐ．Ｕ．Ｒ（バスフ（ＢＡＳＦ）、ポリウレタン－１）、「ルビフレッ
クス（Ｌｕｖｉｆｌｅｘ）」（登録商標）Ｓｉｌｋ（ＢＡＳＦ）、「イーストマン（Ｅａ
ｓｔｍａｎ）」（登録商標）ＡＱ４８（イーストマン（Ｅａｓｔｍａｎ））、「スチレス
（Ｓｔｙｌｅｚｅ）」（登録商標）ＣＣ－１０（ＩＳＰ；ＶＰ／ＤＭＡＰＡアクリレート
コポリマー）、「スチレス（Ｓｔｙｌｅｚｅ）」（登録商標）２０００（ＩＳＰ；ＶＰ／
アクリレート／ラウリルメタクリレートコポリマー）、「ダイナム（Ｄｙｎａｍ）」Ｘ（
Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ；ポリウレタン－１４ＡＭＰアクリレートコポリマー）
、「レジン（Ｒｅｓｙｎ）」ＸＰ（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ；アクリレート／オ
クチルアクリルアミドコポリマー）、「フィクソマー（Ｆｉｘｏｍｅｒ）」Ａ－３０（オ
ンデオナルコ（ＯｎｄｅｏＮａｌｃｏ）；ポリメタクリル酸（および）アクリルアミドメ
チルプロパンスルホン酸）、「フィグゼート（Ｆｉｘａｔｅ）」Ｇ－１００（ノベオン（
Ｎｏｖｅｏｎ）；ＡＭＰアクリレート／アリルメタクリレートコポリマー）を含む。
【００９２】
　カチオンポリマーの例は、制限なく、ポリクアテルニウム（ＩＮＣＩ）、例えば、ビニ
ルピロリドン／Ｎ－ビニルイミダゾリウム塩のコポリマー（「ルビカット（Ｌｕｖｉｑｕ
ａｔ）」（登録商標）ＦＣ、「ルビカット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ）」（登録商標）ＨＭ、「
ルビカット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ）」（登録商標）ＭＳ、「ルビカット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ
）」（登録商標）Ｕｌｔｒａｃａｒｅ）、ジエチルスルフェートにより四級化されたＮ－
ビニルピロリドン／ジメチルアミノエチルメタクリレートのコポリマー（「ルビカット（
Ｌｕｖｉｑｕａｔ）」（登録商標）ＰＱ１１、ＩＮＣＩ：ポリクアテルニウム－１１）、
Ｎ－ビニルカプロラクタム／Ｎ－ビニル－ピロリドン／Ｎ－ビニルイミダゾリウム塩のコ
ポリマー（「ルビカット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ）」（登録商標）Ｈｏｌｄ、ＩＮＣＩ：ポリ
クアテルニウム－４６）、セルロースのカチオン誘導体（ポリクアテルニウム－４および
１０）、アクリルアミドコポリマー（ポリクアテルニウム－７）、キトサン、カチオン澱
粉誘導体（ＩＮＣＩ：澱粉ヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、変性されたトウモ
ロコシ澱粉）、カチオングアー誘導体（ＩＮＣＩ：ヒドロキシプロピルグアーヒドロキシ
プロピルトリモニウムクロリド）、カチオンヒマワリ種子誘導体（ＩＮＣＩ：ヒマワリ種
子アミドプロピルヒドロキシエチルジモニウムクロリド）、アクリル酸、アクリルアミド
およびメタクリルアミドプロピルトリモニウムクロリドのコポリマー（ＩＮＣＩ：ポリク
アテルニウム－５３）、ポリクアテルニウム－３２、ポリクアテルニウム－２８である。
適するカチオン四級化ポリマーは、更に、「メルカット（Ｍｅｒｑｕａｔ）」（登録商標
）（ジメチルジアリルアンモニウムクロリドに基づくポリマー）、「ガフカット（Ｇａｆ
ｑｕａｔ）」（登録商標）（ポリビニルピロリドンを第四アンモニウム化合物と反応させ
ることにより生成する第四ポリマー）、ポリマーＪＲ（カチオン基を有するヒドロキシエ
チルセルロース）、およびローディア（Ｒｈｏｄｉａ）の「ジャガー（Ｊａｇｕａｒ）」
（登録商標）グレードとして市販されているグアーポリマーなどの植物に基づくカチオン
ポリマーである。
【００９３】
　中性ポリマーの例は、ポリビニルピロリドン；Ｎ－ビニルピロリドンおよび酢酸ビニル
および／またはプロピオン酸ビニルのコポリマー、ポリシロキサン、ポリビニルカプロラ
クタム、およびＮ－ビニルピロリドンの他のコポリマー、Ｎ－ビニルピロリドンとＣ１～
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Ｃ１８アルキル鎖を有するアルキルアクリレートモノマーまたはアルキルメタクリレート
モノマーのコポリマー、「コリコーツ（Ｋｏｌｌｉｃｏａｔｓ）」（登録商標）ＩＲ（Ｂ
ＡＳＦ）などのポリビニルアルコールとポリアルキレングリコールのコポリマー、または
ポリアルキレングリコール、ポリシロキサン、ポリビニルカプロラクタムへの他のビニル
モノマーのコポリマー、および「ルビフレックス（Ｌｕｖｉｆｌｅｘ）」（登録商標）Ｓ
ｗｉｎｇ（ポリ酢酸ビニルとポリエチレングリコールの部分加水分解コポリマー、ＢＡＳ
Ｆ）などのＮ－ビニルピロリドン、ポリエチレンイミンおよびその塩、ポリビニルアミン
およびその塩、セルロース誘導体、キトサン、ポリアスパラギン酸塩およびその誘導体、
ポリエチレンイミンおよびその塩、ポリビニルアミンおよびその塩によるコポリマーであ
る。
【００９４】
　適するポリマーは、ポリビニルカプロラクタムなどのそれぞれ水溶性、水分散性の非イ
オン性ポリマーまたはオリゴマー、例えば、（「ルビスコル（Ｌｕｖｉｓｋｏｌ）」（登
録商標）Ｐｌｕｓ（ＢＡＳＦ）、またはポリビニルピロリドン、および例えば、酢酸ビニ
ルなどのビニルエステルとのコポリマー、例えば、（「ルビスコル（Ｌｕｖｉｓｋｏｌ）
」（登録商標）ＶＡ３７（ＢＡＳＦ）、例えば、ＤＥ－Ａ－第４３３３２３号明細書に記
載された例えば、イタコン酸および脂肪族ジアミンに基づくポリアミドである。
【００９５】
　両性ポリマーまたは双生イオンポリマーの例は、「アンフォマー（Ａｍｐｈｏｍｅｒ）
」（登録商標）（デルフト・ナショナル（Ｄｅｌｆｔ　Ｎａｔｉｏｎａｌ））という名称
で得ることができるオクチルアクリルアミド／メチルメタクリレート／ｔ－ブチルアミノ
エチルメタクリレート／２－ヒドロキシプロピルメタクリレートコポリマー、および例え
ば、ドイツ国特許出願ＤＥ第３９２９９７３号明細書、ＤＥ第２１５０５５７号明細書、
ＤＥ第２８１７３６９号明細書およびＤＥ第３７０８４５１号明細書で開示された双生イ
オンポリマーである。好ましい双生イオンポリマーは、アクリルアミドプロピルトリメチ
ルアンモニウムクロリド／アクリル酸またはメタクリル酸コポリマーおよびそれらのアル
カリ金属塩ならびにアンモニウム塩である。適する他のポリマーは、「アマーセット（Ａ
ｍｅｒｓｅｔｔｅ）」（登録商標）（ＡＭＥＲＣＨＯＬ）という名称で商業的に得ること
ができるメタクロイルエチルベタイン／メタクリレートコポリマーおよびヒドロキシエチ
ルメタクリレート、メチルメタクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリレー
トおよびアクリル酸のコポリマー（「ジョルダポン（Ｊｏｒｄａｐｏｎ）」（登録商標）
）である。
【００９６】
　適する追加のポリマーは、シロキサン含有水溶性または水分散性の非イオンポリマー、
例えば、「テゴプレン（Ｔｅｇｏｐｒｅｎ）」（登録商標）（ゴールドシュミット（Ｇｏ
ｌｄｓｃｈｍｉｄｔ））または「ベルシル（ｂｅｌｓｉｌ）」（登録商標）（ワッカー（
Ｗａｃｋｅｒ））などのポリエーテルシロキサンである。
【００９７】
［芳香剤および香料］
　本発明によるパーソナルケア製品および家庭用製品は、天然由来および／または合成由
来の少なくとも１種、好ましくは多くの臭気成分を含む芳香剤および香料を含有してもよ
い。天然臭気剤の範囲は、容易に揮発する成分に加えて、適度に揮発する成分および若干
のみ揮発する成分も含む。合成臭気剤は、臭気物質の実際的にすべての類からの代表物を
包含する。
【００９８】
　以下のリストは、本発明による安定化組成物で安定化され得る既知の臭気剤の例を限定
せずに含む。
木の純苔、バジル油、熱帯果実油（ベルガモット油、マンダリン油など）、純マスチック
、キンバイカ油、パルマロサ油、パチョリ油、プチグレン油、ヨモギ油、ラベンダー油、
バラ油、ジャスミン油、イランイラン香油などの天然製品。
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アルコール：ファルネソール、ゲラニオール、リナロオール、ネロール、フェニルエチル
アルコール、ロジノール、桂皮アルコール、（Ｚ）－ヘックス－３－エン－１－オール、
メントール、ａ－テルピネオールなど。
シトラール、アルファ－ヘキシルシンナムアルデヒド、リリアール、メチルイオノン、ベ
ルベノン、ヌートカトン、ゲラニルアセトンなどのアルデヒド。
アリルフェノキシアセテート、ベンジルサリチレート、シンナミルプロピオネート、シト
ロネリルアセテート、デシルアセテート、ジメチルベンジルカルビニルアセテート、ジメ
チルベンジルカルビニルブチレート、エチルアセトアセテート、シス－３－ヘキセニルイ
ソブチレート、シス－３－ヘキセニルサリチレート、リナリルアセテート、メチルジヒド
ロジャスモネート、スチラリルプロピオネート、ベチベリルアセテート、ベンジルアセテ
ート、ゲラニルアセテートなどのエステル。
ガンマ－ウンデカラクトン、デルタ－デカラクトン、ペンタデカノリド、１２－オキサヘ
キサデカノリドなどのラクトン。
Ｖｉｒｉｄｉｎｅ（フェニルアセトアルデヒドジメチルアセタール）などのアセタール。
およびインドール、ｐ－メンタ－８－チオール－３－オン、メチルオイゲノール、オイゲ
ノール、アネトールなどの香水中でしばしば用いられる他の成分。
【００９９】
［着色剤］
　一般に、本発明による家庭用製品またはパーソナルケア製品の着色のために、電磁放射
線（４００ｎｍ～４０００ｎｍ）の可視光において吸収を有するすべての物質は適する。
発色団アゾ－（モノ、ジ、トリスまたはポリ）スチルベン－、カロチノイド－、ジアリー
ルメタン－、トリアリールメタン－、キサンタン－、アクリジン－、キノリン－、メチン
－、（ポリメチン－も）、チアゾール－、インダミン－、インドフェノール－、アジン－
、オキサジン－、チアジン－、アントラキノン－、インジゴ－、フタロシアニンおよび更
なる合成発色団、天然発色団および／または無機発色団によって吸収は、しばしば引き起
こされる。
【０１００】
　本発明による家庭用製品またはパーソナルケア製品中で使用できるＦＤ＆ＣおよびＤ＆
Ｃは、限定されないが、例えば、クルクミン、リボフラビン、ラクトフラビン、タルトラ
ジン、キノリンイエロー、コチェニル（ｃｏｃｈｅｎｉｌｌｅ）、アゾルビン、アマラン
ス、ポンソー４Ｒ、エリトロシン、レッド２Ｇ、インジゴ錫、クロロフィル、クロロフィ
リン、カラメル、カルボ、メディシナリス、カロチノイド、カロチン、ビキシン、ノルビ
キシン、アンナットー、オルリーン、カプサンチン、カプソルビン、リコピン、キサント
フィル、フラボキサンチン、ルテイン、クリプトアキサンチン、ルビキサンチン、ビオラ
キサンチン、ロドキサンチン、カンタキサンチン、ベタニン、アントシアンである。染料
の例は、例えば、酸化鉄（酸化鉄レッド、酸化鉄イエロー、酸化鉄ブラックなど）などの
無機顔料、ウルトラマリン、酸化クロムグリーンまたはカーボンブラックである。本発明
による安定化組成物で安定化され得る他の着色剤および染料は、ＨＣタイプの直接毛髪染
料、例えば、ＨＣレッドＮｏ．３、ＨＣブルーＮｏ．２およびＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ
ｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ　Ｈａｎｄｂｏｏ
ｋ第７版、１９９７）に記載されたすべての他の毛髪染料、またはＣｏｌｏｒ　Ｉｎｄｅ
ｘ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ｄｙｅｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｌ
ｏｒｉｓｔｓに記載された分散染料のような溶媒中で可溶化され得る天然有機顔料または
合成有機顔料、分散染料；カラーワニス（アニオン染料の多くのＣａ塩、Ｂａ塩またはＡ
ｌ塩のような可溶性染料の不溶性塩）；酸性染料（アニオン）、塩基性染料（カチオン）
などの可溶性アニオン染料または可溶性カチオン染料、直接染料、反応性染料または溶媒
染料、蛍光染料、フルオレセインおよびイソチオシアネートを含む。
【０１０１】
［活性成分］
　本発明によるパーソナルケア製品および家庭用製品中で用いてもよい活性成分は、トコ
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フェロール、アスコルビン酸、アスコルビルホスフェート、ビタミンＱ、ＤおよびＫ、レ
チノール、レチナール、レチン酸、レチノールアセテート、レチノールパルミテート、ビ
オチンなどのビタミン；ベータカロテンなどのカロチノイド誘導体、リコペン、アスサキ
サンテン、植物エキス、抗菌成分；メチオネン、システイン、シスチン、トリプトファン
、フェニルアラニン、チロシン、フェノール、ポリフェノールまたはフラボノイド、ビサ
ボロール、アラントイン、フィタントリオール、パンテノール、ＡＨＡ酸などのジペプチ
ド、オリゴペプチドおよびポリペプチドを含む不安定アミノ酸、コエンザイムＱ１０、セ
ラミド、擬セラミド、精油、植物エキスデオキシリボ核酸、蛋白水解物などのユビキノン
を含む。
【０１０２】
　好ましいボディケア製品は、スキンケア配合物、香気剤および／または芳香剤を含有す
る配合物、ヘアケア配合物、歯磨剤、防臭・制汗配合物、化粧用配合物、光保護配合物お
よび機能性配合物である。
【０１０３】
　スキンケア配合物の例は、特に、ボディオイル、ボディローション、ボディクリーム、
ボディジェル、フェイシャルローション、フェイシャルクリーム、フェイシャルジェル、
例えば、アイクリーム、抗皺クリーム、デイケアローション、ナイトクリーム、トリート
メントクリーム、皮膚保護軟膏、サンスクリーン；シェービングフォームまたはジェルな
どのシェービング配合物、ボディパウダーなどのスキンパウダー、モイスチャライジング
ジェル、モイスチャライジングクリーム、モイスチャライジングスプレー、再活性化ボデ
ィスプレー、脂肪ジェル、抗ニキビ配合物、クレンジングミルクおよびピーリング配合物
である。
【０１０４】
　本発明によると、スキンケア配合物は３～１０、好ましくは４～８のｐＨを有する。
【０１０５】
　香気剤および／または芳香剤を含有する配合物は、特に、香水、化粧水およびシェービ
ングローション（アフターシェーブ配合物）である。
【０１０６】
　ヘアケア製品の例は、例えば、ヒトおよび動物のためのシャンプー、ヘアコンディショ
ナー、毛髪をスタイリングするとともにトリートメントするための製品、パーマネント剤
、ヘアスプレーおよびヘアラッカー、ヘアジェル、ヘア固定剤、毛染め剤または毛髪脱色
剤である。
【０１０７】
　歯磨剤の例は、特に、歯磨き粉、練り歯磨き、洗口剤、口内洗浄剤、抗歯垢配合物およ
び義歯のための洗浄剤である。
【０１０８】
　化粧用配合物の例は、特に、リップスティック、マニキュア、アイシャドー、マスカラ
、乾式および湿式のメーキャップ（ｄｒｙ　ａｎｄ　ｍｏｉｓｔ　ｍａｋｅ－ｕｐ）、ル
ージュ、パウダー、脱毛剤および日焼けローションである。
【０１０９】
　機能性配合物の例は、ホルモン配合物、ビタミン配合物、植物エキス配合物および抗菌
配合物などの活性成分を含有する化粧用または皮膚用の組成物である。
【０１１０】
　化粧用または皮膚用の組成物などの本発明によるパーソナルケア製品は、液体、ローシ
ョン、増粘ローション、ジェル、クリーム、ミルク、軟膏、ペースト、粉末、メーキャッ
プまたは固体チューブスティックの形態を取ることが可能であり、任意にエーロゾルとし
て包装することが可能であり、ムース、フォームまたはスプレーフォーム、スプレー、ス
ティックまたはエーロゾルあるいはワイプの形態を取って供給することが可能である。本
発明によるパーソナルケア製品はアンプルとして包装することが可能である。本発明によ
るパーソナルケア製品は溶媒または脂肪物質中の懸濁液または分散液の形態を取ることが
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可能であるか、または別案として、クリームまたはミルク、気泡分散液などのエマルジョ
ンまたはミクロエマルジョン（特に、Ｏ／Ｗ型またはＷ／Ｏ型、Ｏ／Ｗ／Ｏ型またはＷ／
Ｏ／Ｗ型）の形態、軟膏、ジェル、固体チューブスティックまたはエーロゾルムースの形
態を取ることが可能である。エマルジョンは、アニオン界面活性剤、カチオン界面活性剤
または両性界面活性剤も含有することが可能である。
【０１１１】
　縮合ポリマーは、油中に、または水相中に、あるいは水性エタノール相中に存在しても
よい。
【０１１２】
　上で定義された縮合ポリマーは、パーソナルケア製品、特に以下の製品のために特に適
する。
・スキンケア配合物、例えば、錠剤形態または液体の石鹸、乾いた洗剤または洗浄ペース
トの形態を取った皮膚洗浄配合物およびスキンクレンジング配合物、
・バス配合物、例えば、液体配合物（バブルバス、ミルク、シャワー配合物）または固体
バス配合物、例えば、バスキューブおよびバスソルト、
・スキンケア配合物、例えば、スキンエマルジョン、マルチエマルジョンまたはスキンオ
イル；ボディオイル、ボディローション、ボディジェル、皮膚保護軟膏、フェイシャルク
リーム／ローション／ジェル；デイケアスキンクリームまたはデイケアフェイシャルクリ
ーム／ローション／ジェル；ナイトクリーム、アイクリーム／ローション／ジェル／アン
プル；抗皺クリーム／ローション／ジェル／アンプル、
・化粧用パーソナルケア配合物、例えば、デイクリームまたはパウダークリームの形態を
取ったフェーシャルメーキャップ、フェースパウダー（粉末または固形）、ルージュまた
はクリームメーキャップ、アイケア配合物、例えば、アイシャドー配合物、マスカラ、ア
イライナー、アイクリームまたはアイフィックスクリーム；リップケア配合物、例えば、
リップスティック、リップグロス、リップライナー、ネイルケア配合物、例えば、マニキ
ュア、マニキュア除去剤、ネイル硬化剤または表皮除去剤、
・フットケア配合物、例えば、フットバス、フットパウダー、フットクリームまたはフッ
トバルサム、特殊な脱臭剤および制汗剤または角質除去配合物、
・サンミルク、ローション、クリームまたはオイル、フェーシャルデイケア製品、アンブ
ロックおよびトロピカル、プレ日焼け配合物またはアフターサン配合物などの光保護配合
物、
・皮膚日焼け配合物、例えば、セルフタンニングクリーム、
・脱色配合物、例えば、皮膚を白くするための配合物または皮膚美白配合物、
・防虫剤、例えば、防虫オイル、ローション、スプレーまたはスティック、
・防臭剤スプレー、ポンプ作用スプレー、防臭剤ジェル、スティックまたはロールオンな
どの防臭剤、
・制汗剤、例えば、制汗スティック、クリームまたはロールオン、ポンプ作用スプレー、
・傷付いた皮膚のための洗浄およびケアのための配合物、例えば、合成洗剤（固体または
液体）、ピーリングまたは手洗い配合物またはピーリングマスク、
・化学形態を取った除毛配合物（抜毛）、例えば、除毛パウダー、液体除毛配合物、クリ
ーム状またはペースト状除毛配合物、ジェル形態またはエーロゾル形態を取った除毛配合
物、
・シェービング配合物、例えば、シェービング石鹸、泡立ちシェービングクリーム、無泡
シェービングクリーム、フォームおよびジェル、ドライシェービングのためのプレシェー
ブ配合物、アフターシェーブまたはアフターシェーブローション、
・香気剤または芳香剤配合物、例えば、香気剤、芳香剤および／または着臭剤成分含有配
合物、例えば、香水、オーデコロン、オードトワレ、オーデパヒューム、オードトワレ、
香油または芳香クリーム、
・歯磨剤、特に、歯磨き粉、練り歯磨き、洗口剤、口内洗浄剤、抗歯垢配合物および義歯
のための洗浄剤、
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・化粧用配合物、特に、リップスティック、マニキュア、アイシャドー、マスカラ、乾式
および湿式のメーキャップ、ルージュ、パウダー、脱毛剤および日焼けローション、
・活性成分を含有する化粧用配合物、特に、ホルモン配合物、ビタミン配合物、植物エキ
ス配合物および抗菌配合物。
【０１１３】
　リストされた最終配合物は、広範な配合物形態、例えば、Ｗ／Ｏ、Ｏ／Ｗ、Ｏ／Ｗ／Ｏ
、Ｗ／Ｏ／Ｗまたはピットエマルジョンおよびすべての種類のミクロエマルジョンとして
液体配合物の形態を取って、ジェルの形態を取って、オイル、クリーム、ミルク、ローシ
ョンの形態を取って、スティックの形態を取って、スプレー（噴射ガス入りスプレーまた
はポンプ作用スプレー）またはエーロゾルの形態を取って、フォームの形態を取って、ま
たはペーストの形態を取って存在してもよい。
【０１１４】
　本発明の特に好ましい実施形態は、縮合ポリマーを含有するヘアケア配合物である。
【０１１５】
　本発明によるヘアケア配合物は、組成物の全重量を基準にして０．１～３０重量％、好
ましくは０．５～２０重量％の濃度で縮合ポリマーを含有する。
【０１１６】
　好ましくは、ヘアケア配合物は、化粧用ヘアトリートメント配合物、例えば、シャンプ
ーおよびコンディショナーの形態を取った毛髪洗浄配合物、ヘアケア配合物、例えば、プ
レトリートメント配合物、ヘアトニック、スタイリングクリーム、スタイリングジェル、
ポマード、ヘアリンス、トリートメントパック、強力ヘアトリートメント、例えば、洗い
流し不要タイプおよび洗い流すタイプのディープコンディショナー、毛髪構築配合物、例
えば、パーマネントウェーブ（ホットウェーブ、マイルドウェーブ、コールドウェーブ）
のためのヘアウェーブ配合物、縮毛矯正配合物、液体ヘアセッティング配合物、ヘアフォ
ーム、ヘアスプレー、漂白配合物、例えば、過酸化水素溶液、淡色化シャンプー、漂白ク
リーム、漂白パウダー、漂白ペーストまたは漂白油、一時的、半パーマネントまたはパー
マネントの毛髪着色剤、自己酸化染料あるいはヘナまたはカモミールなどの天然毛髪着色
剤を含有する配合物の形態を取っている。
【０１１７】
　本願に基づいて、ヘアケア配合物は、（エアロゾル）スプレー、（エアロゾル）フォー
ム、ジェル、ジェルスプレー、クリーム、ローションまたはワックスの形態を取ってもよ
い。ヘアスプレーは、噴射剤のないポンプスプレーとしてエアロゾルスプレーも含む。ヘ
アフォームは、噴射剤のないポンプフォームとしてエアロゾルフォームも含む。ヘアスプ
レーおよびヘアフォームは、水溶性成分または水分散性成分のみを専らまたは主として含
む。本発明によるヘアスプレーまたはヘアフォーム中で用いられる成分が水分散性である
場合、こうした成分は、通常は１～３５０ｎｍ、好ましくは１～２５０ｎｍの粒度を有す
るミクロ分散液の形態を取ってもよい。こうした配合物の固体含有率は、配合物の全重量
の典型的には０．５～２０重量％の範囲内である。こうしたミクロ分散液は、分散液の安
定化のために更なる乳化剤も界面活性剤も必要としない。
【０１１８】
　好ましいヘアトリートメント組成物は以下を含む。
１．０．２～２０重量％の縮合ポリマー、
２．水、水混和性溶媒およびそれらの混合物から選択された３０～９９．５重量％、好ま
しくは４０～９９重量％の少なくとも１種の溶媒、
３．０～７０重量％の噴射剤、
４．１．）とは異なる０～１０重量％の少なくとも１種の水溶性ヘアポリマーまたは水分
散性ヘアポリマー、
５．０～０．３重量％の少なくとも１種の水不溶性シリコーン、
６．０～０．５重量％の少なくとも１種のワックス、好ましくは少なくとも１種の脂肪酸
アミド、
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７．および通例の添加剤。
【０１１９】
　本発明によるヘアケア配合物は、成分４）として、少なくとも１種の他の水溶性または
水分散性ヘアポリマーを含むことが可能である。そこで、この成分の含有率は、組成物の
全重量を基準にして一般に約０．１～１０重量％である。ここで、所望であれば共重合形
態を取ったシロキサン基を更に含む水溶性または水分散性のポリウレタンを用いることが
好ましい。
【０１２０】
　本発明による組成物は、少なくとも１種の水不溶性シリコーン、特にポリジメチルシロ
キサン、例えば、ゴールドシュミット（Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ）製の「アビル（Ａｂｉ
ｌ）」（登録商標）グレードを成分５）として含むことが可能である。そこで、この成分
の含有率は、組成物の全重量を基準にして一般に約０．０００１～０．２重量％、好まし
くは０．００１～０．１重量％である。例えば、成分６）としてエルカ酸アミドなどの少
なくとも１種の脂肪酸アミドを用いることが好ましい。
【０１２１】
　本発明によるヘアケア配合物は、適切な場合、例えば、シリコーンに基づくものなどの
消泡剤を更に含むことが可能である。消泡剤の量は、組成物の全量を基準にして一般に０
．００１重量％以下である。本発明による組成物は、一方で毛髪に所望のホールドを与え
、他方で、ポリマーが洗浄するのに容易であるという利点を有する。毛髪が本質的に特に
濃いおよび／または黒っぽい時でさえ、一般に、自然な外観および光沢は毛髪に与えられ
る。
【０１２２】
　特に、本発明によるヘアケア配合物は、噴射剤含有率が高いヘアトリートメント組成物
、特にヘアスプレーを与えるために配合することが可能である。有利には、本発明による
ヘアトリートメント組成物は「剥落」作用を本質的にもたない。
【０１２３】
　好ましい実施形態において、本発明によるヘアケア配合物は以下を含む。
１．０．０５～２０重量％の少なくとも１種の縮合ポリマー、
２．２０～９９．９５重量％の水および／またはアルコール、
３．０～７９．５重量％の通例の添加剤。
【０１２４】
　アルコールという用語は、エタノール、ｎ－プロパノール、イソプロパノールなどの化
粧用に普通に用いられるすべてのアルコールをそれらに限定されずに意味する。
【０１２５】
　通例の添加剤は、例えば、噴射剤、消泡剤、表面活性成分、例えば、界面活性剤、乳化
剤、泡形成剤および可溶化剤である。用いられる表面活性成分は、アニオン性、カチオン
性、両性または中性であってもよい。更なる成分は、制限なく、保存剤、酸化防止剤、芳
香油、脂質脱脂剤、パンテノールなどの活性および／またはケア成分、コラーゲン、ビタ
ミン、蛋白水解物、アルファヒドロキシル炭酸、ベータヒドロキシル炭酸、安定剤、ｐＨ
調整剤、乳白剤、着色剤、染料、ジェル形成剤、塩、モイスチャライザ、錯体形成剤、粘
度調整剤または光遮断剤であってもよい。更に、すべての既知のスタイリングポリマーお
よびコンディショニングポリマーを縮合ポリマーと組み合わせて用い、特殊効果を得るこ
とが可能である。
【０１２６】
　従来のポリマーとして、本明細書に明確に含まれる上述したカチオンポリマー、アニオ
ンポリマー、中性ポリマー、非イオンポリマーおよび両性ポリマーを用いてもよい。
【０１２７】
　特定の特性を得るために、ヘアケア配合物は、ポリアルキルシロキサン、ポリアリール
シロキサン、ポリアリールアルキルシロキサン、シリコーン樹脂、ポリエーテルシロキサ
ンまたはジメチコンコポリオール（ＣＴＦＡ）、およびアモジメチコーン（ＣＴＦＡ）な
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どのアミノ官能化シリコーン化合物、「ＧＰ４Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　ｆｌｕｉｄ」（登録商
標）およびＧＰ７００（登録商標）（ゲネシー（Ｇｅｎｅｓｅｅ））、Ｑ２　８２２０（
登録商標）（ダウ・コーニング（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ））、ＡＦＬ４０（登録商標）
（ユニオン・カーバイド（Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅ））またはＥＰ第８５２４８８Ｂ
号明細書で開示されたポリマーなどのシリコーンに基づくコンディショニング化合物を更
に含んでもよい。
【０１２８】
　適する他の成分は、高分子シリコーン主鎖および非シリコーン含有側鎖または「ルビフ
レックス（Ｌｕｖｉｆｌｅｘ）」（登録商標）Ｓｉｌｋのような非シリコーン含有高分子
主鎖およびシリコーン側鎖を有するシリコーンプロプフポリマー（ｐｒｏｐｆｐｏｌｙｍ
ｅｒ）またはＥＰ第８５２４８８Ｂ号明細書で開示されたポリマーを含む。
【０１２９】
　縮合ポリマーを含有する好ましいヘアケア配合物は、ヘアスプレーおよびヘアフォーム
などのスタイリング配合物である。
【０１３０】
　好ましい実施形態において、これらの配合物は以下を含む。
１．０．１～１０重量％の少なくとも１種の縮合ポリマー、
２．２０～９９重量％の水および／またはアルコール、
３．０～７０重量％の少なくとも１種の噴射剤、
４．０～２０重量％の通例の添加剤。
【０１３１】
　ヘアスプレーまたはエーロゾルフォームのための噴射剤は典型的に用いられる噴射剤で
ある。プロパン／ブタンの混合物、ペンタン、ジメチルエーテル、１，１－ジフルオロエ
タン（ＨＦＣ－１５２ａ）、二酸化炭素、窒素または圧縮空気は好ましい。
【０１３２】
　エーロゾルフォームのための好ましい配合物は以下を含む。
１．０．１～１０重量％の少なくとも１種の縮合ポリマー、
２．５５～９９．８重量％の水および／またはアルコール、
３．５～２０重量％の噴射剤、
４．０．１～５重量％の乳化剤、
５．０～１０重量％の通例の添加剤。
【０１３３】
　エーロゾルフォームのための乳化剤は、すべて従来から用いられている非イオン乳化剤
、カチオン乳化剤、アニオン乳化剤または両性乳化剤であってもよい。
【０１３４】
　非イオン乳化剤の例は、（ＩＮＣＩ命名法）ラウレス、例えば、ラウレス－４；セテス
、例えば、セテス－１、ポリエチレングリコールセチルエーテル；セテアレス、例えば、
セテアレス－２５、ポリグリコール脂肪酸グリセリド、ヒドロキシル化レシチン、脂肪酸
のラクチルエステル、アルキルポリグリコシドを含む。
【０１３５】
　カチオン乳化剤の例は、セチルジメチル－２－ヒドロキシエチルアンモニウム－二水素
ホスフェート、セチルトリモニウムクロリド、セチルトリモニウムブロミド、ココトリモ
ニウム－メチルスルフェートクアテルニウム－１　ｔｏ　ｘ（ＩＮＣＩ）である。
【０１３６】
　アニオン乳化剤は、アルキルスルフェート、アルキルエーテルスルフェート、アルキル
スルホネート、アルキルアリールスルホネート、アルキルスクシネート、アルキルスルホ
スクシネート、Ｎ－アルコイルサルコシネート、アクリレート、アシルイセチオネート、
アルキルホスフェート、アルキルエーテルホスフェート、アルキルエーテルカルボキシレ
ート、アルファ－オレフィンスルホネート、特にアルカリ金属塩およびアルカリ土類金属
塩、例えば、ナトリウム、カリウム、マグネシウム、カルシウム、ならびにアンモニウム
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塩およびトリエタノールアミン塩から選択することが可能である。アルキルエーテルスル
フェート、アルキルエーテルホスフェートおよびアルキルエーテルカルボキシレートは、
分子当たり１～１０個の間のエチレンオキシド単位またはプロピレンオキシド単位、好ま
しくは１～３個のエチレンオキシド単位を含んでもよい。
【０１３７】
　好ましいヘアケア配合物はヘアジェルを含む。こうしたヘアジェルは例示的に以下を含
む。
１．０．１～２０重量％、好ましくは１～１０重量％の少なくとも１種の縮合ポリマー、
２．Ｃ２～Ｃ５アルコールから選択された０～１０重量％の少なくとも１種のキャリア（
溶媒）、好ましくはエタノール、
３．０．０１～５重量％、好ましくは０．２～３重量％の少なくとも１種の増粘剤、
４．０～５０重量％の噴射剤、
５．１．）とは異なる０～１０重量％、好ましくは０．１～３重量％のスタイリングポリ
マー、好ましくは水溶性非イオンポリマー、
６．好ましくは、グリセリンおよびグリセリン誘導体から選択された０～１重量％の少な
くとも１種のレファッター、
７．０～３０重量％の他の通例の添加剤、例えば、シリコーン成分、
８．１００重量％までの適量の水。
【０１３８】
　例示的なスタイリングジェルは以下を含むことが可能である。
１．０．１～１０重量％の縮合ポリマー、
２．６０～９９．８５重量％の水および／またはアルコール、
３．０．０５～１０重量％のジェル形成剤、
４．０．２０重量％の他の通例の添加剤。
【０１３９】
　ジェル形成剤として、若干架橋したポリアクリル酸、例えば、カルボマー（ＩＮＣＩ）
、セルロース誘導体、多糖、例えば、キサンガム、カプリル／カプリントリグリセリド、
アクリル酸ナトリウムコポリマー、ポリクアテルニウム－３２（および）白色鉱油（ＩＮ
ＣＩ）、アクリル酸ナトリウムコポリマー（および）白色鉱油（ＩＮＣＩ）（および）Ｐ
ＰＧ－１トリデセス－６、ポリクアテルニウム－３７（および）プロピレングリコールジ
カプラトジカプリレート（および）ＰＰＧ－１トリデセス－６、ポリクアテルニウム－７
、ポリクアテルニウム－４４などのすべての典型的に化粧用のジェル形成剤を用いること
が可能である。
【０１４０】
　好ましいヘアケア配合物は、強化剤および／またはコンディショニング剤として縮合ポ
リマーを含むシャンプー配合物である。好ましいシャンプー配合物は以下を含む。
１．０．０５～１０重量％の縮合ポリマー、
２．２５～９９．４５重量％の水、
３．５～５０重量％の界面活性剤（表面活性成分）、
４．０～５重量％の追加のコンディショニング剤、
５．０～１０重量％の他の通例の添加剤。
【０１４１】
　すべての典型的に用いられるアニオン界面活性剤、中性界面活性剤、両性界面活性剤ま
たはカチオン界面活性剤をシャンプー配合物内で用いてもよい。
【０１４２】
　例示的なアニオン界面活性剤は、アルキルスルフェート、アルキルエーテルスルフェー
ト、アルキルスルホネート、アルキルアリールスルホネート、アルキルスクシネート、ア
ルキルスルホスクシネート、Ｎ－アルコイルサルコシネート、アシルタウレート、アシル
イセチオネート、アルキルホスフェート、アルキルエーテルホスフェート、アルキルエー
テルカルボキシレート、アルファ－オレフィンスルホネート、特にアルカリ金属塩および
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アルカリ土類金属塩、例えば、ナトリウム、カリウム、マグネシウム、カルシウムならび
にアンモニウム塩およびトリエタノールアミン塩を含む。アルキルエーテルスルフェート
、アルキルエーテルホスフェートおよびアルキルエーテルカルボキシレートは、分子当た
り１～１０個の間のエチレンオキシド単位またはプロピレンオキシド単位、好ましくは１
～３個のエチレンオキシド単位を含んでもよい。
【０１４３】
　例えば、ラウリル硫酸ナトリウム（ｓｏｄｉｕｍ　ｌａｕｒｙｓｕｌｆａｔｅ）、ラウ
リル硫酸アンモニウム（ａｍｍｏｎｉｕｍ　ｌａｕｒｙ　ｓｕｌｆａｔｅ）、ラウリルエ
ーテル硫酸ナトリウム、ラウリルエーテル硫酸アンモニウム、ナトリウムラウロイルサル
コニセート、オレイルコハク酸ナトリウム、ラウリルスルホコハク酸アンモニウム、ドデ
シルベンゾールスルホン酸ナトリウム、トリエタノールアミドデシルベンゾールスルホネ
ートが適する。
【０１４４】
　適する両性界面活性剤は、例えば、アルキルベタイン、アルキルアミドプロピルベタイ
ン、アルキルスルホベタイン、アルキルグリシネート、アルキルカルボキシグリシネート
、アルキルアンホアセテートまたはアルキルアンホプロピオネート；ココジメチルスルホ
プロピルベタインなどのアルキルアンホジアセテートまたはアルキルアンホジプロピオネ
ート、ラウリルベタイン、ココアミドプロピルベタインまたはココアンホプロピオン酸ナ
トリウムである。
【０１４５】
　非イオン界面活性剤の例は、例えば、直鎖または分岐のアルキル鎖の６～２０個の炭素
原子を有する脂肪族アルコールまたはアルキルフェノールとエチレンオキシドおよび／ま
たはプロピレンオキシドの反応生成物である。アルキレンオキシドの量は、１モルのアル
コールに対して約６～６０モルである。更に、アルキルアミンオキシド、モノアルキルア
ルカノールアミドまたはジアルキルアルカノールアミド、ポリエチレングリコールの脂肪
エステル、アルキルポリグリコシドまたはソルビタンエーテルエステルは、本発明による
ヘアケア組成物に含有させるために適する。
【０１４６】
　更に、シャンプー配合物は、四級化アンモニウム化合物、例えば、セチルトリメチルア
ンモニウムクロリドまたはブロミド（ＩＮＣＩ：セトリモニウムクロリドまたはブロミド
）、ヒドロキシエチルセチルジモニウムホスフェート（ＩＮＣＩ：クアテルニウム－４４
）、「ルビクアット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ）」（登録商標）Ｍｏｎｏ　ＬＳ（ＩＮＣＩ：コ
コトリモニウムメトスルフェート）、ポリ（オキシ－１，２－エタンジイル）、（（オク
タデシルニトリロ）トリ－２，１－エタンジイル）トリス（ヒドロキシ）ホスフェート（
１：１）（塩）（ＩＮＣＩ：クアテルニウム－５２）などの普通のカチオン界面活性剤を
含有してもよい。特殊効果のために、典型的なコンディショニング剤は、ポリクアテルニ
ウム（ＩＮＣＩ）と呼ばれる前述したカチオンポリマー、特にビニルピロリドン／Ｎ－ビ
ニルイミダゾリウム塩のコポリマー（「ルビクアット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ）」（登録商標
）ＦＣ、「ルビクアット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ）」（登録商標）ＨＭ、「ルビクアット（Ｌ
ｕｖｉｑｕａｔ）」（登録商標）ＭＳ、「ルビクアット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ）」（登録商
標）Ｕｌｔｒａｃａｒｅ）、Ｎ－ビニルピロリドン／ジエチルスルフェートで四級化され
たジメチルアミノエチルメタクリレートのコポリマー（「ルビクアット（Ｌｕｖｉｑｕａ
ｔ）」（登録商標）ＰＱ１１）、Ｎ－カチオンセルロース誘導体のコポリマー（ポリクア
テルニウム－４および１０）、アクリルアミドコポリマー（ポリクアテルニウム－７）な
どのシャンプー配合物内で縮合ポリマーと組み合わせてもよい。更に、蛋白水解物は、ポ
リアリールシロキサン、ポリアリールアルキルシロキサン、ポリエーテルシロキサンまた
はシリコーン樹脂などのシリコーンに基づくコンディショニング剤と同様に用いてもよい
。適する他のシリコーン化合物は、ジメチコンドポリオレ（ＣＴＦＡ）およびアモジメチ
コーン（ＣＴＦＡ）などのアミノ官能化シリコーン誘導体である。グアーヒドロキシプロ
ピルトリモニウムクロリド（ＩＮＣＩ）などの更なるカチオングアー誘導体を用いてもよ
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い。
【０１４７】
　好ましいヘアケア組成物は、強化剤および／またはコンディショニング剤として縮合ポ
リマーを含むリンスオフコンディショナーおよびリーブオンコンディショナーなどのヘア
トリートメント配合物である。
【０１４８】
　好ましいコンディショナー配合物は以下を含む。
１．０．０５～１０重量％の縮合ポリマー、
２．２５～９４．９５重量％の水、
３．０．１～３０重量％の界面活性剤／乳化剤／表面活性成分、
４．０．１～３０重量％のオイル／皮膚軟化薬、
５．０～５重量％の追加のコンディショニング剤、
６．０～１０重量％の他の通例の添加剤。
【０１４９】
　すべての典型的に用いられるアニオン界面活性剤、中性界面活性剤、両性界面活性剤ま
たはカチオン界面活性剤をコンディショナー配合物内で用いてもよい。
【０１５０】
　例示的なアニオン界面活性剤は、アルキルスルフェート、アルキルエーテルスルフェー
ト、アルキルスルホネート、アルキルアリールスルホネート、アルキルスクシネート、ア
ルキルスルホスクシネート、Ｎ－アルコキシサルコシネート、アシルタウレート、アシル
イセチオネート、アルキルホスフェート、アルキルエーテルホスフェート、アルキルエー
テルカルボキシレート、アルファ－オレフィンスルホネート、特にアルカリ金属塩および
アルカリ土類金属塩、例えば、ナトリウム、カリウム、マグネシウム、カルシウム、なら
びにアンモニウム塩およびトリエタノールアミン塩を含む。アルキルエーテルスルフェー
ト、アルキルエーテルホスフェートおよびアルキルエーテルカルボキシレートは、分子当
たり１～１０個の間のエチレンオキシド単位またはプロピレンオキシド単位、好ましくは
１～３個のエチレンオキシド単位を含んでもよい。
【０１５１】
　例えば、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸アンモニウム、ラウリルエーテル硫酸
ナトリウム、ラウリルエーテル硫酸アンモニウム、ナトリウムラウロイルサルコニセート
、オレイルコハク酸ナトリウム、ラウリルスルホコハク酸アンモニウム、ドデシルベンゼ
ンスルホン酸ナトリウム、トリエタノールアミドデシルベンゾールスルホネートは適する
。
【０１５２】
　適する両性界面活性剤は、例えば、アルキルベタイン、アルキルアミドプロピルベタイ
ン、アルキルスルホベタイン、アルキルグリシネート、アルキルカルボキシグリシネート
、アルキルアンホアセテートまたはプロピオネート、アルキルアンホジアセテートまたは
ジプロピオネート、例えば、ココジメチルスルホプロピルベタイン、ラウリルベタイン、
コカミドプロピルベタインまたはコカンホプロピオン酸ナトリウムである。
【０１５３】
　非イオン界面活性剤の例は、例えば、線状または分岐のアルキル鎖の６～２０個のＣ原
子を有する脂肪族アルコールまたはアルキルフェノールとエチレンオキシドまたはプロピ
レンオキシドの反応生成物である。アルキレンオキシドの量は、１モルアルコールに対し
て約６～６０モルである。更に、アルキルアミンオキシド、モノアルキルアルカノールア
ミンまたはジアルキルアルカノールアミン；ポリエチレングリコールの脂肪エステル、ア
ルキルポリグリコシドまたはソルビタンエステルは、本発明によるヘアケア組成物の導入
のために適する。
【０１５４】
　更に、コンディショナー配合物は、四級化アンモニウム化合物、例えば、セチルトリメ
チルアンモニウムクロリドまたはブロミド（ＩＮＣＩ：セトリモニウムクロリドまたはブ
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ロミド）、ヒドロキシエチルセチルジモニウムホスフェート（ＩＮＣＩ：クアテルニウム
－４４）、「ルビクアット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ）」（登録商標）Ｍｏｎｏ　ＬＳ（ＩＮＣ
Ｉ：ココトリモニウムメトスルフェート）、ポリ（オキシ－１，２－エタンジイル）、（
（オクタデシルニトリロ）トリ－２，１－エタンジイル）トリス（ヒドロキシ）ホスフェ
ート（ＩＮＣＩ：クアテルニウム－５２）などの普通のカチオン界面活性剤を含有しても
よい。
【０１５５】
　特殊効果のために、典型的なコンディショニング剤は、ポリクアテルニウム（ＩＮＣＩ
）と呼ばれる前述したカチオンポリマー、特にビニルピロリドン／Ｎ－ビニルイミダゾリ
ウム塩のコポリマー（「ルビクアット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ）」（登録商標）ＦＣ、「ルビ
クアット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ）」（登録商標）ＨＭ、「ルビクアット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ
）」（登録商標）ＭＳ、「ルビクアット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ）」（登録商標）Ｕｌｔｒａ
ｃａｒｅ）、Ｎ－ビニルピロリドン／ジエチルスルフェートで四級化されたジメチルアミ
ノエチルメタクリレートのコポリマー（「ルビクアット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ）」（登録商
標）ＰＱ１１）、Ｎ－カチオンセルロース誘導体のコポリマー（ポリクアテルニウム－４
および１０）、アクリルアミドコポリマー（ポリクアテルニウム－７）などのコンディシ
ョニング配合物内で縮合ポリマーと組み合わせてもよい。更に、蛋白水解物は、ポリアリ
ールシロキサン、ポリエーテルシロキサンまたはシリコーン樹脂などのシリコーンに基づ
くコンディショニング剤と同様に用いてもよい。適する他のシリコーン化合物は、アモジ
メチコーン（ＣＴＦＡ）などのジメチコンドポリオレ（ＣＴＦＡ）およびアミノ官能化シ
リコーン誘導体である。
【０１５６】
　更に、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド（ＩＮＣＩ）などのカチオング
アー誘導体を用いてもよい。
【０１５７】
　更に、コンディショナー配合物は、乳化剤および可溶化剤などのような普通の表面活性
成分を含有してもよい。乳化剤は、２種以上の不混和性成分を均質に組み合わせることを
可能にする。更に、乳化剤は組成物を安定化するように作用する。Ｏ／Ｗ、Ｗ／Ｏ、Ｏ／
Ｗ／ＯまたはＷ／Ｏ／Ｗエマルジョン／ミクロエマルジョンを形成させるために本発明に
おいて用いてもよい乳化剤には、ソルビタンオレエート、ソルビタンセスキオレエート、
ソルビタンイソステアレート、ソルビタントリオレエート、ポリグリセリル－３－ジイソ
ステアレート；オレイン酸／イソステアリン酸のポリグリセロールエステル、ポリグリセ
リル－６、ヘキサリシノレート、ポリグリセリル－４－オレエート、ポリグリセリル－４
－オレエート／ＰＥＧ－８プロピレングリコールココエート、オレアミドＤＥＡ、ＴＥＡ
ミリステート、ＴＥＡステアレート、ステアリン酸マグネシウム、ステアリン酸ナトリウ
ム、ラウリン酸カリウム、リシノール酸カリウム、ナトリウムココエート、ナトリウムタ
ローエート、カリウムカストレート、オレイン酸ナトリウムおよびそれらの混合物が挙げ
られる。例示的な更なる乳化剤は、セチルホスフェート（「アンフィソール（Ａｍｐｈｉ
ｓｏｌ）」（登録商標）Ａ）、ジエタノールアミンセチルホスフェート（「アンフィソー
ル（Ａｍｐｈｉｓｏｌ）」（登録商標））、カリウムセチルホスフェート（「アンフィソ
ール（Ａｍｐｈｉｓｏｌ）」（登録商標）Ｋ）、ナトリウムグリセリルオレエートホスフ
ェート、水素添加植物グリセリドホスフェートおよびそれらの混合物などのホスフェート
エステルおよびその塩である。更に、１種以上の合成ポリマーを乳化剤として用いてもよ
い。例えば、ＰＶＰエイコセンコポリマー、アクリレート／Ｃ１０～３０アルキルアクリ
レートクロスポリマー、アクリレート／ステアレス－２０メタクリレートコポリマー、Ｐ
ＥＧ－２２／ドデシルグリコールコポリマー、ＰＥＧ－４５／ドデシルグリコールコポリ
マーおよびそれらの混合物。例示的な更なる乳化剤は、脂肪アルコール、例えば、セテア
リルアルコール（Ｌａｎｅｔｔｅ　Ｏ、コグニス・コーポレーション（Ｃｏｇｎｉｓ　Ｃ
ｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ））、セチルアルコール（Ｌａｎｅｔｔｅ１６、コグニス・コーポ
レーション（Ｃｏｇｎｉｓ　Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ））、ステアリルアルコール（Ｌａ
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ｎｅｔｔｅ１８、コグニス・コーポレーション（Ｃｏｇｎｉｓ　Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ
））、ラネス－５（Ｐｏｌｙｃｈｏｌ５、クロダ・ケミカルズ（Ｃｒｏｄａ　Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌｓ））、更にスクロース誘導体およびグルコース誘導体、例えば、スクロースジス
テアレート（Ｃｒｏｄｅｓｔａ　Ｆ－１０、クロダ・ケミカルズ（Ｃｒｏｄａ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌｓ））、メチルグルコースイソステアレート（Ｉｓｏｒａｎ　ＩＳ、デグサ・ケ
ア・ケミカルズ（Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｃａｒｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ））、更にエトキシル
化カルボン酸またはポリエチレングリコールエステルおよびポリエチレングリコールエー
テル、例えば、ステアレス－２（Ｂｒｉｊ７２、ユニケマ（Ｕｎｉｑｕｅｍａ））、ステ
アレス－２１（Ｂｒｉｊ７２１、ユニケマ（Ｕｎｉｑｕｅｍａ））、セテアレス－２５（
Ｃｒｅｍｏｐｈｏｒ　Ａ２５、バスフ・コーポレーション（ＢＡＳＦ　Ｃｏｏｐｅｒａｔ
ｉｏｎ））、ＰＥＧ－４０水素添加ヒマシ油（Ｃｒｅｍｏｐｈｏｒ　ＲＨ－４０、バスフ
・コーポレーション（ＢＡＳＦ　Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ））、ＰＥＧ－７水素添加ヒマ
シ油（（Ｃｒｅｍｏｐｈｏｒ　ＷＯ７、バスフ・コーポレーション（ＢＡＳＦ　Ｃｏｏｐ
ｅｒａｔｉｏｎ））、ＰＥＧ－３０ジポリヒドロキシステアレート（Ａｒｌａｃｅｌ　Ｐ
１３５、ユニケマ（Ｕｎｉｑｅｍａ））、更にグリセリルエステルおよびポリグリセリル
エステル、例えば、ポリグリセリル－３－ジイソステアレート（Ｈｏｓｔａｃｅｒｉｎ　
ＴＧＩ、クラリアント・コーポレーション（Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ
））、ポリグリセリル－２ジポリヒドロキシステアレート（Ｄｅｈｙｍｕｌｓ　ＰＧＰＨ
、コグニス・コーポレーション（Ｃｏｇｎｉｓ　Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ））、ポリグリ
セリル－３メチルグルコースジステアレート（Ｔｅｇｏ　Ｃａｒｅ４５０、デグサ・ケア
・ケミカルズ（Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｃａｒｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ））である。好ましい乳
化剤は、セチルホスフェート（「アンフィソール（Ａｍｐｈｉｓｏｌ）」（登録商標）Ａ
）、ジエタノールアミンセチルホスフェート（登録商標））、カリウムセチルホスフェー
ト（「アンフィソール（Ａｍｐｈｉｓｏｌ）」（登録商標）Ｋ）、ＰＶＰエイコセンコポ
リマー、アクリレート／Ｃ１０～３０アルキルアクリレートクロスポリマー、ＰＥＧ－２
０ソルビタンイソステアレート、ソルビタンイソステアレートおよびそれらの混合物であ
る。１種以上の乳化剤は、組成物の全重量の少なくとも０．０１重量％の合計量で存在す
る。本発明の組成物の全重量の好ましくは約０．０１重量％～約２０重量％が用いられる
。最も好ましくは、約０．１重量％～約１０重量％の乳化剤が用いられる。
【０１５８】
　更に、コンディショナー配合物は、鉱油およびミネラルワックス；カプリン酸および／
またはカプリル酸のトリグリセリドなどの油、またはヒマシ油；油またはワックスおよび
他の天然油または合成油、好ましい実施形態において、脂肪酸とアルコール、例えば、イ
ソプロパノール、プロピレングリコール、グリセリンのエステル、あるいは脂肪アルコー
ルとカルボン酸または脂肪酸のエステル；アルキルベンゾエート；および／またはシリコ
ーン油から選択してもよい普通の油性成分および脂肪成分を含有してもよい。
【０１５９】
　本発明のエマルジョン、ミクロエマルジョン、オレオゲル、ヒドロ分散液またはリポ分
散液の油相に導入され得る例示的な脂肪物質は、３～３０個の炭素原子を有する飽和およ
び／または不飽和の線状または分岐のアルキルカルボン酸と３～３０個の炭素原子を有す
る飽和および／または不飽和の線状および／または分岐のアルコールのエステル、ならび
に芳香族カルボン酸と３～３０個の炭素原子の飽和および／または不飽和の線状または分
岐のアルコールのエステルから有利に選択される。こうしたエステルは、オクチルパルミ
テート、オクチルココエート、オクチルイソステアレート、オクチルドデシルミリステー
ト、セテアリルイソノナノエート、イソプロピルミリステート、イソプロピルパルミテー
ト、イソプロピルステアレート、イソプロピルオレエート、ｎ－ブチルステアレート、ｎ
－ヘキシルラウレート、ｎ－デシルオレエート、イソオクチルステアレート、イソノニル
ステアレート、イソノニルイソノナノエート、２－エチルヘキシルパルミテート、２－エ
チルヘキシルラウレート、２－ヘキシルデシルステアレート、２－オクチルドデシルパル
ミテート、ステアリルヘプタノエート、オレイルオレエート、オレイルエルケート、エル
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シルオレエート、エルシルエルケート、トリデシルステアレート、トリデシルトリメリテ
ート、ならびにこうしたエステルの合成、半合成または天然の混合物、例えば、ホホバ油
から有利に選択することが可能である。
【０１６０】
　本発明のコンディショナー配合物のために適する他の脂肪成分には、レシチンおよび脂
肪酸トリグリセリド、すなわち、８～２４個、好ましくは１２～１８個の炭素原子を有す
る飽和および／または不飽和の直鎖または分岐のカルボン酸のトリグリセロールエステル
などの極性油（ここで、脂肪酸トリグリセリドは、好ましくは、合成油、半合成油または
天然油（例えば、ココグリセリド、オリーブ油、ヒマワリ油、大豆油、落花生油、菜種油
、甘扁桃油、パーム油、ヤシ油、ヒマシ油、水素添加ヒマシ油、小麦油、グレープ種子油
、マカデミアナッツ油およびその他）から選択される）；線状および／または分岐の炭化
水素およびワックス、例えば、鉱油、ワセリン（石油）；パラフィン、スクアランおよび
スクアレン、ポリオレフィン、水素添加ポリイソブテンおよびイソヘキサデカン（好まし
いポリオレフィンはポリデセンである）；ジカプリルイルエーテルなどのジアルキルエー
テル；好ましくはシクロメチコーン（オクタメチルシクロテトラシロキサン、セチルジメ
チコーン、ヘキサメチルシクロトリシロキサン、ポリジメチルシロキサン、ポリ（メチル
フェニルシロキサン））などの線状または環式のシリコーン油およびそれらの混合物など
の無極性油が挙げられる。
【０１６１】
　本発明のコンディショナー配合物に有利に導入され得る他の脂肪成分は、イソエイコサ
ン；ネオペンチルグリコールジヘプタノエート；プロピレングリコールジカプリレート／
ジカプレート；カプリル／カプリン／ジグリセリルスクシネート；ブチレングリコールカ
プリレート／ジカプレート；Ｃ１２～１３アルキルラクテート；ジ－Ｃ１２～１３アルキ
ルタルトレート、トリイソステアリン、ジペンタエリトリチルヘキサカプリレート／ヘキ
サカプレート；プロピレングリコールモノイソステアレート；トリカプリリン；ジメチル
イソソルビッドである。Ｃ１２～１５アルキルベンゾエートと２－エチルヘキシルイソス
テアレートの混合物、Ｃ１２～１５アルキルベンゾエートとイソトリデシルイソノナノエ
ートの混合物、およびＣ１２～１５アルキルベンゾエート、２－エチルヘキシルイソステ
アレートおよびイソトリデシルイソノナノエートの混合物の使用は特に有益である。
【０１６２】
　コンディショナー配合物の油相は、密蝋、キナノキワックス、マルハナバチワックス、
および昆虫の他のワックスならびにシアバターおよびカカオバターなどの天然植物ワック
スおよび動物ワックスも含有することが可能である。
【０１６３】
　適するシリコーン油は、例えば、ジメチルポリシロキサン、ジエチルポリシロキサン、
ジフェニルポリシロキサン、環式シロキサン、ポリ（メチルフェニルシロキサン）、なら
びに室温で液体または固体であるアミノ変性シリコーン化合物、脂肪酸変性シリコーン化
合物、アルコール変性シリコーン化合物、ポリエーテル変性シリコーン化合物、エポキシ
変性シリコーン化合物、フルオロ変性シリコーン化合物、グリコシド変性シリコーン化合
物、および／またはアルキル変性シリコーン化合物およびそれらの混合物である。ジメチ
コーンおよびポリ（メチルフェニルシロキサン）の数平均分子量は、好ましくは、１００
～１５００００ｇ／モルの範囲内である。好ましい環式シロキサンは、例えば、シクロメ
チコーンとして市販されている４員環～８員環を含む。
【０１６４】
　上で定義されたすべての配合物において、成分の合計は１００％になる。
【０１６５】
　本発明によって提供された縮合ポリマーは、家庭用洗浄剤および処理剤などのホームケ
ア製品および衣類ケア製品に導入、例えば、洗濯製品および衣類柔軟剤、非洗剤系衣類用
製品、液体洗浄剤および液体磨き剤、ガラス洗剤、中性洗剤（汎用洗剤）、酸家庭用洗浄
剤（風呂）、バスルーム洗浄剤に導入、洗浄剤、リンス剤および皿洗い薬剤、キッチン洗
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浄剤およびオーブン洗浄剤、透明リンス剤、皿洗い機洗剤、靴磨き剤、研磨ワックス、床
洗剤および床磨き剤、金属クリーナー、ガラスクリーナー、セラミッククリーナー、織物
ケア製品、絨毯クリーナーおよびカーペットシャンプー、錆び、色、染みを除去する薬剤
（染み除去剤塩）、家具磨き剤および多目的磨き剤、ならびに皮革化粧剤およびビニル化
粧剤（皮革スプレーおよびビニルスプレー）、エアーフレッシュナー、排水管クリーナー
、殺菌剤溶液、家具クリーナー、自動車ケア製品（例えば、塗装、タイヤ、クロムメッキ
を施した金属部品、ビニル、皮革、衣類、ゴム、プラスチックおよび衣類などを洗浄およ
び／または磨き、そして保護するための）、脱脂剤、磨き剤（ガラス、木材、皮革、プラ
スチック、大理石、花崗岩およびタイルなど）および金属の磨き剤およびクリーナー、キ
ャンドル、ゲルキャンドル、エアーフレッシュナーおよび芳香剤油（家庭用）に導入する
ためにも適合する。
【０１６６】
　従って、本発明は、特に上で開示されたような本発明による縮合ポリマーを含有するホ
ームケア製品および衣類ケア製品にも関連する。
【０１６７】
　縮合ポリマーは、衣類の使用後に行われる衣類ケアと呼ばれる衣類処理において用いて
もよい。こうした処理は、洗剤、洗濯助剤および／または衣類コンディショナーを用いる
洗濯およびスプレーオン製品などの非洗剤系衣類ケア製品の塗布を含む。このように縮合
ポリマーを用いる時、縮合ポリマーは、衣類上への沈着が意図され、衣類、着色剤および
これらの衣類に附随した芳香剤が環境損傷を受けないように用いられる。
【０１６８】
　更なる実施形態において、本発明は、保護塗料、腐食防止塗料または装飾塗料：紙被覆
配合物；インキ；殺虫剤、油田化学；において、および土壌、ビチューメンまたはコンク
リート中の重金属の固定のために、それらに限定されずに上で定義された縮合ポリマーの
有効量を使用することに関する。
【０１６９】
　本発明の方法および組成物を更に例示するために以下の実施例を提供する。これらの実
施例はあくまで例示であり、決して本発明の範囲を限定することを意図していない。
【０１７０】
［実施例１］
［基（Ｉ）（式中、Ａはエチレンであり、Ｒ１～Ｒ６は水素であり、ｎ、ｍ、ｏ＝１、Ｘ
１、Ｘ２およびＸ３はヒドロキシである）を含む縮合ポリマーの合成］
　スターラーおよびコンデンサを備え、油によって加熱され得るガラス反応器に３５５ｇ
のトリス（ヒドロキシメチル）アミノメタン（ＴＲＩＳ）および２４５ｇの無水コハク酸
を添加した。混合物を１８０℃にゆっくり加熱し、２時間後、真空を掛けて反応水を除去
した。５時間後、混合物を冷却し、２ｍｇＫＯＨ／ｇの酸価を有するガラス状ポリマーを
得た。
【０１７１】
［実施例２］
［基（Ｉ）（式中、Ａはエチレンであり、Ｒ１～Ｒ６は水素であり、ｎ、ｍ、ｏ＝１、Ｘ
１、Ｘ２またはＸ３の少なくとも１個は基－Ｏ－ＣＯ－ＣＨ２ＣＨ２－ＣＯ－Ｎ（Ｒ８，
Ｒ９）であり、Ｒ８およびＲ９はＮ－メチルピペラジン基を形成させる）を含む縮合ポリ
マーの合成］
　スターラーおよびコンデンサを備え、油によって加熱され得るガラス反応器に２７６ｇ
のＮ－メチルピペラジンを添加した。次に、３８４ｇの無水コハク酸を添加し、混合物を
１２０℃にゆっくり加熱した。開始から１時間後、１３９ｇのＴＲＩＳを添加し、混合物
を１８０℃に加熱した。３０分後、真空を掛けて反応水を除去した。１２時間後、混合物
を冷却し、４７ｍｇＫＯＨ／ｇの酸価を有するポリマーを得た。
【０１７２】
［実施例３］
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［基（Ｉ）（式中、Ａは１，２－シクロヘキシルであり、Ｒ１～Ｒ６は水素であり、ｎ、
ｍ、ｏ＝１、Ｘ１、Ｘ２またはＸ３の少なくとも１個は基－Ｏ－ＣＯ－（１，２－Ｃ６Ｈ

４）－ＣＯ－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）であり、Ｒ８およびＲ９はジメチルアミノプロピル基であ
る）を含む縮合ポリマーの合成］
　スターラーおよびコンデンサを備え、油によって加熱され得るガラス反応器に２７６ｇ
のビス（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピル）アミンおよび２９５ｇの溶融ヘキサヒドロ無
水フタル酸を添加した。混合物を１２０℃にゆっくり加熱した。開始から１時間後、８０
ｇのＴＲＩＳを添加し、混合物を１８０℃に加熱した。３０分後、真空を掛けて反応水を
除去した。１６時間後、混合物を冷却し、２５ｍｇＫＯＨ／ｇの酸価を有するポリマーを
得た。
【０１７３】
［実施例４］
［基（Ｉ）（式中、Ａはエチレンであり、Ｒ１～Ｒ６は水素であり、ｎ、ｍ、ｏ＝１、Ｘ
１、Ｘ２またはＸ３の少なくとも１個は基－Ｏ－ＣＯ－ＣＨ２ＣＨ２－ＣＯＯＲ１０）で
あり、Ｒ１０はポリエチレンオキシド基である）を含む縮合ポリマーの合成］
　スターラーおよびコンデンサを備え、油によって加熱され得るガラス反応器に４０７ｇ
のポリエチレンオキシド－モノメチルエーテル（ＭＷ＝７５０）を添加した。次に、６８
ｇの無水コハク酸を添加し、混合物を１２０℃にゆっくり加熱した。開始から１時間後、
２５ｇのＴＲＩＳを添加し、混合物を１８０℃に加熱した。３０分後、真空を掛けて反応
水を除去した。１２時間後、混合物を冷却し、１４ｍｇＫＯＨ／ｇの酸価を有するポリマ
ーを得た。
【０１７４】
［実施例５］
［基（Ｉ）（式中、Ａはエチレンであり、Ｒ１～Ｒ６は水素であり、ｎ、ｍ、ｏ＝１、Ｘ
１はメチルであり、Ｘ２またはＸ３の少なくとも１個は基－Ｏ－ＣＯ－ＣＨ２ＣＨ２－Ｃ
ＯＯＲ１０であり、Ｒ１０はポリエチレンオキシド基である）を含む縮合ポリマーの合成
］
　スターラーおよびコンデンサを備え、油によって加熱され得るガラス反応器に３１２ｇ
のポリエチレンオキシド－モノメチルエーテル（ＭＷ＝７５０）を添加した。次に、６８
ｇの無水コハク酸を添加し、混合物を１２０℃にゆっくり加熱した。開始から１時間後、
３７ｇの２－アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオールを添加し、混合物を１８０
℃に加熱した。３０分後、真空を掛けて反応水を除去した。１２時間後、混合物を冷却し
、１７ｍｇＫＯＨ／ｇの酸価を有するポリマーを得た。
【０１７５】
［実施例６］
［基（Ｉ）（式中、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の少なくとも１個は基イミダゾリノ基である）
を含む縮合ポリマーの合成］
　スターラーおよびコンデンサを備え、油によって加熱され得るガラス反応器に２４６ｇ
のＴＲＩＳ、１７０ｇの無水コハク酸および１８４ｇのイミダゾールを添加した。混合物
を１８０℃にゆっくり加熱した。２時間後、真空を掛けて反応水を除去した。５時間後、
混合物を冷却し、１０ｍｇＫＯＨ／ｇの酸価を有するガラス状ポリマーを得た。縮合ポリ
マー中のイミダゾリノ末端基対ヒドロキシ末端基の比は、約７０重量％対３０重量％であ
る。
【０１７６】
［実施例７］
［基（Ｉ）（式中、Ａはエチレンおよび１－ドデセニルエチレン（１：１）であり、Ｒ１

～Ｒ６は水素であり、ｎ、ｍ、ｏ＝１、Ｘ１、Ｘ２またはＸ３の少なくとも１個は基－Ｏ
－ＣＯ－Ｒ７であり、Ｒ７はココナッツ脂肪酸から誘導される）を含む縮合ポリマーの合
成］
　スターラーおよびコンデンサを備え、油によって加熱され得るガラス反応器に１８３ｇ
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のドデセニル無水コハク酸、１６９ｇの無水コハク酸、１４１ｇのココナッツ脂肪酸およ
び２０８ｇのＴＲＩＳを添加した。混合物を１８０℃にゆっくり加熱した。２時間後、真
空を掛けて反応水を除去した。５時間後、混合物を冷却し、９ｍｇＫＯＨ／ｇの酸価を有
するポリマーを得た。縮合ポリマー中のココナッツ脂肪酸末端基対ヒドロキシ末端基の比
は、約２５重量％対７５重量％である。
【０１７７】
［実施例８］
［基（Ｉ）（式中、Ｎ－メチルピペラジン末端基は四級化されている）を含む縮合ポリマ
ーの合成］
　実施例２のポリマー５０ｇを５０ｇの水に溶解させ、室温で２４．２ｇのジメチルスル
フェートをゆっくり添加した。最初は、混合物は濁っていたが、１０分以内に温度を約５
０℃に上げ、混合物は透明になった。２４時間後、完全に四級化されたポリマーの溶液は
使用のために準備が整った。
【０１７８】
［実施例９］
［基（Ｉ）（式中、ジメチルアミノプロピル末端基は四級化されている）を含む縮合ポリ
マーの合成］
　実施例３のポリマー５０ｇを５０ｇの水に溶解させ、室温で２１．９ｇのジメチルスル
フェートをゆっくり添加した。最初は、混合物は濁っていたが、１０分以内に温度を約５
０℃に上げ、混合物は透明になった。２４時間後、完全に四級化されたポリマーの溶液は
使用のために準備が整った。
【０１７９】
［実施例１０］
［基（Ｉ）（式中、Ａは１，２－シクロヘキシルであり、Ｒ１～Ｒ６は水素であり、ｎ、
ｍ、ｏ＝１、Ｘ１、Ｘ２またはＸ３の少なくとも１個は－Ｏ－ＣＯ－Ｒ７であり、Ｒ７は
ヒマワリ脂肪酸から誘導される）を含む縮合ポリマーの合成］
　スターラーおよびコンデンサを備え、油によって加熱され得るガラス反応器に１８４ｇ
のヘキサヒドロ無水コハク酸、１０６ｇのジイソプロパノールアミンおよび７３ｇのＴＲ
ＩＳを添加する。混合物を１６０℃にゆっくり加熱する。次に、３３６ｇのヒマワリ脂肪
酸を添加し、２時間後、真空を掛けて反応水を除去する。５時間後、混合物を冷却し、６
ｍｇＫＯＨ／ｇの酸価を有するポリマーを得る。
【０１８０】
［実施例１１］
【０１８１】
【表１】

【０１８２】
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　ヒドロキシプロピルセルロースを最初にアルコールの半分に溶解させ、後でアミノメチ
ルプロパノールを投入する。アクリレート樹脂を除く他の成分をアルコールに溶解させ、
この溶液を攪拌下でヒドロキシプロピルセルロースに添加し、その後、アクリレート樹脂
を添加する。
【０１８３】
［実施例１２］
【０１８４】
【表２】

【０１８５】
　図示した順に成分を攪拌下で添加する。その後、プロパン／ブタン入りの適切な容器に
投入する。
【０１８６】
［実施例１３］
【０１８７】

【表３】

【０１８８】
　成分が完全に溶解するまで成分を室温で攪拌しつつ混合する。
【０１８９】
［実施例１４］
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【０１９０】
【表４】

【０１９１】
［実施例１５］
【０１９２】
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【表５】

【０１９３】
［実施例１６］
【０１９４】
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【表６】

【０１９５】
［実施例１７］
【０１９６】
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【表７】

【０１９７】
［実施例１８］
【０１９８】
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【表８】

【０１９９】
［実施例１９］
【０２００】
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【表９】

【０２０１】
　攪拌しつつパートＡ）を８５℃に加熱する。均質になったとき、７５℃に予熱されたパ
ートＢ）を添加する。混合しつつ、周囲温度（２５℃以下）に冷却し、攪拌下でパートＣ
）を添加する。３本ロール機に通す。
【０２０２】
［実施例２０］
【０２０３】
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【表１０】

【０２０４】
　均質混合物を得るまで室温で攪拌しつつ成分を混合する。
【０２０５】
［実施例２１］
【０２０６】
【表１１】

【０２０７】
　均質混合物を得るまで室温で攪拌しつつ成分を混合する。優れた結果を達成する。
【０２０８】
［実施例２２］
【０２０９】
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【表１２】

【０２１０】
［実施例２３］
【０２１１】
【表１３】

【０２１２】
　すべての成分を添加し、均質溶液を得るまで激しく混合する。
【０２１３】
［実施例２４］
【０２１４】
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【表１４】

【０２１５】
　すべての成分を添加し、均質溶液を得るまで激しく混合する。
【０２１６】
［実施例２５］
【０２１７】

【表１５】

【０２１８】
　パート１のすべての成分を添加し、均質ジェルを得るまで激しく混合する。
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